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第一章 緒 言

Ehrlich氏 ノ血液染 色反慮 二依 ル血球 ノ系統 的

分類以來 、血液學、特 二 其 ノ形 態學 的方面 ノ

研究 ノ進 歩ハ著 シキモ ノア リ。就 中、中性嗜好

白血球 二於 ケル形態學的研 究 ハ、所 謂Arneth.

Schilling氏 等 ノ核 移動設 ノ提 唱以來、急速 ナ

ル登展 ヲ昭途 ゲ タルモ ノト謂 フベ 久 氏等 ノ唱 フ

ル核形左方推移 ハ、一部 ノ傳染性疾患 二 於 イ

テ、之 二依 リテ其 ノ病男犬ラ確 定 シ得 ル ヲ以 テ、

診断的拉 二豫後的意義極 メテ大 ニ シテ、臨林 上

重要 ナル位置 テ占ムルニ至 リタル モ ノナ リ。 サ

レド氏等 ノ研究 ハ、主 トシテ中性嗜好 白血球核

ノ形態的攣化 二就 イテ ノ観察 ニ シテ、 カ ・ル核

ノ攣 化 ハ、病 的状態 ノ ミナ ラズ、其 他 ノ生理 的

状態 二於 イテモ、攣化 ヲ來 スガ如 キ鋏鮎 ラ有 ス

ルレモ ノナ リ。

Arneth.Schilling氏 等 ノ研 究 二 反 シ ー方

Naegeli氏 一派 ノ學者 ・・、 中性嗜好白血球 原形

質 内 二現 ハル ・墜化、主 トシテ、病 的歌態 二於

ケル中性嗜好 白血球原形質 内穎粒 ノ攣 化 二就 キ

テ研究 シ、之 テ毒攣性穎粒ToxischeGranula

ト呼 ビテ、其 ノ重要性 テ説 キ タリ。

爾後 多撒 ノ學者 二依 リテ、此 ノ方面 ノ研 究行 ハ

レ、 何 レモ本穎粒 ノ臨躰上重大 ナル意義 テ有 ス

ルレ事 テ認 メタリ。
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肺結核 二於 ケル血液 形態學 的方 面 ノ研 究 ハ競 二

幾 多 ノ業 績 テ見 ルモ、多 クノ・其 ノ核 ノ形態 的憂

化 ヲ考察 セルモ ノニ シテ、其 ノ原形質 内 ノ穎粒

攣 化 二就 キテ論 及 セルモ ノ甚 グ少 シ、即 チ、余

ガ本穎粒 ノ観 察 ラ肺結核 二於 イテ行 ヒ、以 テ其

ノ臨躰 的意義 テ明 ラカニセ ン ト試 ミタル所以ナ

リ。

第二章 毒攣性穎粒 呂就 イテ

Giemsa染 色 二於 イテ、中性嗜好 白血球原形質

内穎粒 ハ、正 常 ナル歌態 ニアッテハ、卒等 ノ大

イサ ノ、 赤紫色 テ帯 ブルモ、病 的歌態 二於 イテ

ノ・、不等大 ノ、eckig,又 ハzackigノ 、盤基性

二張 ク染 色 スル、暗青黒 色 ノ穎粒 トシテ見 ラル、

之 即 チ毒攣性頼粒ToxischeGranula(Momm-

sen氏 ・・病的穎粒PathologischeGranulaト

呼 ブテ安雷 ナ リ トス)ト 構 セラル ・モ ノー シテ、

本穎粒 二關 シテハ、 既 二Alder,Naegeli,G1-

oor,Freyfeld,Hirschfeld,Mommsen,Schi-

11ing,Schulter,Matis,Barta氏 等 テ始 メ ト

シ、其他多撒 ノ學者 二依 リテ研究 サ レツ ・アリ。

抑 々白血球原形質 内穎粒 ノ研究 ハ、核 内攣 化 二

比 シ、梢 ヒ忘却 サ レタル感 ア リ ト錐 モ、古 クヨ

リ諸 家 ノ注 目セル所 ナ リシ・・事實 ニ シテ、飢 二

Giemsa染 色 ノ行 ・・ル ・以前 二 於 イテ、Schur

u.L6wy,Hirschfeld氏 等 二依 リ、病的状態 二

於 イテ、中性嗜 好白血球 原形質 内 二、盤基性色

素 ニテ染色 スル穎粒 ノ出現 テ見 ル事 ア リト.報

告 セ ラレタル所 ナ リ。

1904年TUrk氏 ノ・核 ノ構造以外 二、原形質 内

攣 化 モ、 血液 ノ再 生的或 ハ憂 性的攣化 テ表 ハ ス

ニ重 要 ナル意義 アルテ論 ジ、病的状態 二於 イテ、

屡 ヒ正常 ノ原形質 内穎粒以外 二、小塵埃檬 テ呈

スル著 明 ナル穎粒 ノ出現 テ見、恰 モ染 色 ノ失敗

セル標 本 二於 ケル ガ如 キ状 テ呈 シ、又原形質 内

二、斑鮎状 ノ盤基性沈著 ラ來 シ、或 ハ肥腓細胞

ノ穎粒 ノ腕 落 テ思 ハセルガ如 キ、室胞 ノ出現 テ

見 ル事 ア リ ト唱 ヘタ リ。

1909年CesaresDemelノ ・中性嗜好 白血球 内

穎粒 ノ観 察 ガ臨躰 上重大 ナル意義 アルテ設 キ、

之 テ診断及 ビ豫後 ノ判 定 二慮 用 セ リ。

之 ニツヅキ テNaegeli,Alder及 ビWeigelt

氏等 モ原形質 内 ノ攣化現象 二就 キテ報告 スル所

ア リ。

特 二Alder氏 ハ傳染 性疾 患 二於 ケル白血球

ノ形態的攣 化 テ考究 シ、核 ノ攣 化以 外 二原形質

内 二特別 ノ攣化 ノ起 ルモ ノナル ラ確 定 シ、而 シ

テ其 ノ傳染病 二於 ケル感染毒 素 ノ造血臓器 二及

ボ ス作用 二依 リ、病的漿 化 テ受 ケタル白血球 ガ

血 中 二途 リ出 サル ・モ ノナ リ トノ観念 ノ下 二、

之 テ毒素 性穎粒 ト呼 ピタ リ。而 シテ同檬 ナル墜

化 ヲ受 ケタル白血球 ガ、骨髄塗抹標本 中二存在

スル事 二依 リテ、毒 素 ノ作 用 ガ白血球成 生器官

二及 ベル詮左 トシタ リ.

Naegeli氏 ハ1923年 ソ ノ著書 二於 イテ、此 ノ毒

攣i性憂化=就 キテ詳細 二論述 シ、Alder氏 ノ見

解 二質 同 シ、骨髄 二封 ス ル 毒素 ノ作用 ノ多少

二依 リテ、毒憂性攣 化 ノ強弱 ガ定 マルモ ノナ リ

トシ、 又 力 ・ル原形質 内穎粒 ノ攣化 ハ、球 菌感

染 二特有 ニシテ、桿菌感染 二際 シテハ見 ル能 ハ

ザル モ ノナ リ ト唱 ヘタ リ。而 シテ又氏 ハ、間板

Mesenchym二 親 和性 ラ有 スル毒素 ハ、血球 二

障碍 テ及 ボ シテ、其 ノ攣化 ヲ來 ス事大 ナルガ、

外胚板Ektoderm二 封 シ親和性 テ有 スル病原

禮(例 ヘ バ 破傷風、嗜眠性磯 炎,且eine-Medin

氏 病)等 二於 イテハ、重篤 ナ ル 病憂 テ想起 セル

場合 ト錐 モ、血球 二及 ボ ス攣化 ハ殆 ン ド見 ラレ

ザルモ ノナ リト論 ジタリ.

Matis氏 ハ 又多数 ノ場合 二就 キテ毒素性穎粒 テ

検 シ、該穎 粒 ノ炎症性疾患 二於 イテ重大 ナル意

義 アルラ述 べ、Freyfeld氏 ハ 、氏 ノ考案 セル、

石炭酸 「フ クシン、 メチ レンブラウ」混合液 二

依 ル染 色法 二依 リテ、毒攣 性穎粒 ヲ観察 シ、其 ノ
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臨躰 的意義 ヲ明 カー シ、特 二本穎粒 ガ潜在性結

核 ノ診断 二重大 ナル意義 アルモ ノ トナ シタ リ。

Mommsen氏 ・・、Bethe氏 等 ノ研究、即 チ組織

標本 ノ染 色ハ、染 色液 ノ水素「イオン」濃度 二關

係 スル 事大 ナ リトノ事實 二暗示 ラ得、 血液染

色 二於 イテモ、 同様 ノ事實 ノ存在 スルテ認 メ、

中性嗜好 白血球頼粒染 色 ノ特殊方法 ラ登表 セ

リ。氏 ハ即 チ種 々 ノPHノ 染色液 ニテ染 色液 ニ

テ染 色セル血液標 本 二於 イテ、 中性嗜好 白血球

原形質 内穎粒 テ観察 シ、PH5.1二 於 イテハ、正

常状態 二於 ケル穎粒 ハ出現 セズ、唯病 的状態 二

於 イテ現 ハル ・異常穎粒 ノミテ認 メ得 ルモ ノト

ナシ、該 穎粒 ヲ病的穎粒 ト呼 ピタ リ.而 シテ病

的穎粒 ノ出現 ハ、急性傳染病 二於 イテハ、其 ノ

初期 二於 イテ最 張度 ラ示 スモ ノニ非 ズ、撒 日後

二至 リテ始 メテ最高 二達 スルモ ノニ シテ、例 ヘ

バ 「クルップ」性肺炎等 二於 イテハ、分利 中 二最

モ強度 二現 ハル ・モ ノナ リ ト述 べ、本 穎粒 ノ百

分率 テ曲線 ヲ以 テ表 ハス時 ハ、極 メテ規 則的 ナ

ル曲線 テ示 スモ ノニ シテ、又 本曲線 ハSchilling

ノ 且5mogramm二 於 ケル成績 ト必 ラズ シモー一

致 スルモ ノニ非 ザル事 テ明 カニセ リ。

Gloor氏 ・・May-Giemsa染 色 二依 リ、白血球 、

特 二其 ノ原形質 二於 ケル病的攣化 二就 キテ詳細

ナル研究 テ逡 ゲ、1929年 之 テ其 ノ著書 二於 イテ

公ニセ リ。氏 ノ、寿素性穎粒 テ其 ノ形態拉 二色調

二依 リ分 チテ、α一Granula拉 二 β・Granula/

2種 トセ リ。前者 ハ、中等大 ニ シテ、赤紫 色 ノ

色調 テ帯 ビタル、 恰 モ骨髄細胞 二於 イテ見 ラル

ルガ如 キ染 色歌態 テ 呈 ス ル 穎粒 ニ シテ、 後者

ハ、極 ノテ粗大 ニ シテ、強盤基 性 ノ、暗青黒 色

テ呈 スル穎粒 ナ リ.

氏 ノ研究 ハ、主 トシテ急 性傳染病 中、特 二肺 炎

蚊 二、敗血症等 二就 キテ、臨躰的拉 二實験的研

究 テ行 ヒタルモ ノニ シテ、 是等 ノ結果 ヨリシ

テ、原形 質内 ノ病 的攣 化、殊 二毒攣性穎粒 ノ出

現 ハ、局所 炎症竈 ノ存在 ガ原因 ニ シテ、其 ノ張

度 ハ、局所炎症 竈 ノ大 イサニ比例 スルモ ノ トナ

シ、肺 炎 ノ際該穎粒 ノ出現強度 ナルハ、 ソノ炎

症面 ノ廣大 ナル タメナ リ ト述 ベタ リ。氏 ハ白血

球 ノ病的拉 二毒痩…性攣化 ヲ分 ツテ、1ハ 骨髄 ノ

刺戟 二蹄 セラルベキ、核 ノ再 生的(或 ハ時 二憂

性的)左 方準移 トシ・1ハ 炎症竈 二於 ケル白血

球 ノ障碍 二蹄 セ ラルベキモ ノニ シテ、此 ノ作用

ハ、一部 ハ退行的機轄、即 チ「ピクノー ゼ」ノ形

二於 イテ核 二作川 シ、大部 分 ハ、原形質 二作用

シテ寿攣性攣化 ラ來 スモ ノナ リトシ、而 シテ、

カ ・ル原形質 ノ糸愛化 ハ、末梢性 炎症竈 ノ種類、

拉 二吸牧面 ノ大 イサ、即 チ血管 トノ聯絡 ノ良否

二依 ツテ決定 セラルベキモ ノナ リト述 ベ タ リ。

Barta氏 ハ、種 々 ノ急性傳染病 二於 イテ、毒憂

性穎粒 テ観察 シ、肺炎 二於 イテ・・、該頼粒 ノ出

現、分利後最高貼 二達 シ、狸紅熱 二於 イテハ、

7-8日 後頂馳 二 達 スル テ見、 又連鎖献 球菌敗

血症 二於 イテノ・、極 メテ弧度 二出現 スルモ、遷

延 性敗血症 二於 イテハ之 テ 鋏除 シ、 「ヂフテ リ

ー」、丹 毒、最様突起 炎 二於 イテハ、規則的攣化

テ見ル事能 ハズ ト述 べ、而 シテ、該穎粒、臨沐

的意義 二就 イテハ、本穎粒 ノ出現 ハ、極 メテ不

規 則的 ニシテ、臨躰的症歌 トZF行 セズ、寧 ロ之

二追随 シテ攣化 スルモ ノナ リト述 べ、叉該穎粒

ノ出現 ハ、必 ラズ シモ局所 ノ炎症竈 テ必要 トセ

ザ ル事 ヲ明 カニセ リ.更 二又、氏 ノ爾後 ノ研究

二依 レバ、該穎粒 テ、囁i取穎粒Speicherungs

Granulaト シテ 考察 スルテ、最 モ妥當 ナ リ ト

シ、之 テH5mogramm又 ハ其他 ノ臨躰的症歌

ト共 二、診断的拉 二豫後的 償値大 ナルモ ノナ リ

ト唱 ヘ タ リ.

Schilling氏 ・・白血球 内頼粒 ノ憂化 二就 イテノ・、

以前 ヨリ注 目 セ シ ガ、所 謂 毒攣 性穎粒 ノ出現

ハ、 白血球 ノ傳染性毒素 ノ結合、或 ハ破壌作用

二基 ヅケル、退行憂性的攣 化 二過 ギズ、氏 ノ所

謂H5mogramm一 比 シテ、 臨躰 的償値 ノ少

キモ ノナ リ ト唱'＼ 而 シテ斯 ル原形質 内病的攣

化 ハ、Gloor氏 ノ説 ノ如 久 血液 ノ病竈 二於 ケ

ル、末梢 性1愛化 ニ ノミ蹄 セラルベ キモ ノニ非 ズ、

既 二骨髄 内二於 イテ、斉愛化 テ生 ズルモ ノナ リト

述 ベ タ リ。
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Stockinger氏 ・・、 中性嗜好 白血球穎粒 ト「オ キ

シグー ゼ」反慮 トノ關係 二就 イテ研究 シ、中性嗜

好 白血球穎粒 ノ盛基性染 色ハ、強度 ノ膣 内 二於

ケル蛋 白分解、例 ヘバ、重症 傳染病、癌腫、輪

血、」ζ線照射等 二依 リテ現 ハル ・モ ノニ シテ、

盤基性穎粒 ハ貧喰 サ レ タ ル,,Zellfremdes

Material,,ト 考 ヘ ラ レ、 カ ・ル盤基 性穎粒 ノ多

激 二出現 セル血液像 二於 イテハ、其 ノ 「オキ シ

グー ゼ」反慮陰性 二 表 ハ ル ・事多 シ ト述 べ、

Spaeth氏 ノ・、多藪 ノ疾 患 二就 イテ観察 シ、病

的穎粒 ノ出現 ハ、疾 病 ノ刺戟 ノ強度 二關係 シ、

一種 ノ克服 現象 ト見倣 サ ル ・ モ ノ ニ シ テ
、

Arneth,Schilling氏 等 ノ核 移動 ト・・7卜行 セザ

ル モ ノナ リ ト述 ベ タリ。

叉Mommsen氏 ・・最近、病的穎粒 ノ強度 ・・、傳

染 二封 スル生禮 ノ防衛 力 ノ張弱 二比例 スルモ ノ

ニ シテ、而 シテ該頼粒 ノ出現へ 極 メ テ重篤 ナル

疾患 一 シテ、生罷 ノ防 衛能力麻痺 セルモ ノー ア

リテハ、見 ル事能 ザルノ・モ ノナ リ ト唱 ヘ タ リ。

HirschfeldMoldawsky氏 等 ノ・、放射線業 二從

事 セル人 々 二於 イテ、盤基嗜好 性穎粒 ノ、恰 モ

肺 炎 二於 ケル ト同様 二、強度 二出現 スル テ讃 明

シ、其 ノ結 果 ヨリ、傳染病 、上線或 ノ・「ラヂ ゥ

ム」線放射後現 ハル ・、斯 ル盤基i生頼粒 へ 毒攣

牲或 ・・病 的 ノモ ノニ非 ズ、反慮的"reaktiv,,

ノモ ノナ ラン ト推 論 セ リ。

本邦 二於 イテモ亦、中性嗜好 白血球 原形 質内穎

粒 二就 イテハ、相 當以前 ヨリ注 目サ レツ ・ア リ

シモ、其 ノ詳 細 ナル研究 ハ、昭和2年 古庄氏 ノ

報 告 テ以 テ哨 矢 トスベ ク、氏 ・・Giemsa染 色 一

依 リテ、生理的蚊 二病的駄態 二於 イテ、所謂 毒

攣 性穎粒 ノ観 察 テナ シ、該頼粒 ハ、 健康人 二於

イテモ少撒 二存 スルモ、極 メテ僅 少 ニ シテ、病

的状態 二於 イテハ、屡 ヒ著 シキ増 多 ヲ示 スモ ノ

ニ シテ、而 シテ其 ノ}曾多 ・・Naegeli氏 ノ読 ノ

如 ク、球菌感 染 二特有 二非 ズ シテ、桿菌感染 二

於 イテモ見 ラル ・モ ノナル事 ラ明 カニ シタリ。

氏 ハ叉、之 ヲ穎粒 推移 ナル名構 ノ下 二、該穎粒

ノ増 多ハ、核 移動 ト共 二臨躰的債値 ノ大 ナルテ

唱 ヘ タ リ。

最近 、林 氏・・、Mommsen氏 染 色法 二依 リテ、

健康人拉 二諸 種疾 患 二就 イテ之 ラ研究 シ、毒攣

性頼粒 ハ健康 人 二於 イテモ現 ハル ・モ、高々10

%、 牢均2.6%二 過 ギズ、且 ツ、穎粒 ハ小ニ シ

テ、少撒 ナルモ、病 的歌 態、特 二球菌感染 二於

イテノ・、其 ノ檜加著 シ久 而 モ急激 ニ シテ、桿

菌感染 二於 イテハ、出現 ノ程 度低 ク、而 モ緩慢

ナル ラ見 タリ、 サ レ ドNaegeli氏 ノ稻1スル如

ク、 必 ラズ シモ球 菌感染 二特有 二非 ズ トセ リ。

叉之 ト核 移動、 赤血球沈 降速度 等 トノ關係 二就

イテハ、一般 二毒愛 性穎粒 ハ、其 ノ増減、核移

動 等 ヨリ緩慢 ナルラ以 テ、肺結 核 ノ如 キ慢性疾

患 二於 イテハ、雨者略 支李行 ス レ ドモ、急性疾

患 タル、肺炎、狸 紅熱 等 二於 イテハ、核移動 二

追随 シ、叉赤血球沈 降反 磨i二比 スルモ、 ソノ反

磨緩慢 ナ リ ト述 ベ タ リ。

其他、本穎粒 ト内外各種 疾患 トノ關係 二就 キテ

ノ・、本郷、深 堀、李井、 篠 田、青木、北島氏等

多撒 ノ報告 テ見 ルモ、本章 二於 イテハ之 ラ論述

セズ。

以上縷述 セル如 ク、 中性嗜好 白血球 原形質内頼

粒 ノ攣化 二就 イテ ノ研究 ハ、軌近漸 ク盛 ン トナ

リ、臨躰上重要 ナル意義 ラ有 スル事閑明 サル ・

二至 リタ リト錐 モ、未 ダ爾諸家 ノ読 優 々ニシテ、

其 ノ確定 セル結論 ハ爾後 ノ研究 二待'ソモ ノト謂

フベ ク、即 チ余 ガ研究 モ亦、本穎粒 ノ研究上 ノ

参考 ノー トモ ナラバ、吾人 ノ最 モ幸甚 トスル所

ナ リ。

第三章 實験方法酋二實験材料

毒攣性頼粒 ノ染色 一 關 シテハ、前述 ノ如 ク、

Freyfeld,Mommsen氏 等 ノ考案 二依 ル特別染

色法 ア リ。 即 チ之 ラ略述 ス レバ次 ノ如 シ。

Freyfeld氏 法 。
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染色液、第一波
顯 ζも一聯)盗

第二液1浮 水

血液塗抹標本 テ3分 間 「メチルアルコール」ニテ

固定 シ、次 イデ乾燥後、蒸溜 水20立 毛二第一液7

滴 、第二液5滴 テ 加 ヘ テ 劇振 シ、本液 テ以 テ

1-11/,時 間染 色 ス。

本法 二依 レバ、正常中性嗜 好白血球穎粒 ハ出現

セズ㍉ 病的状態 二於 イテハ、 青染 セル種 々 ノ大

イサ ノ穎粍 テ生 ズ ト。

Mommsen氏 法 。

結 晶 石 炭 酸5.0

浄 水100,0

f「メ チ レ ン ブ ラ ウ 」1.0

]1)1♪.0

染呵 黙

一 液{瓢欝

10.琵

+O.耗

100.耗

21.6耗

27.琵

1000.琵

血液塗抹標本 テ 「メチル アル コー ル」_テ 固定

シ、上述 ノ染色液 ニテー時間染 色 スル。本法 二

依 レバ、正常 中性嗜好 白血球穎粒 ハ出現 セズ、

病 的穎粒 ハ、微 細 ナル、或 ハ粗大 ナル、暗紫色

ノ、黒胡犬ノ穎粒 トシテ見 ラル ・モ ノナリ.

現 今、毒攣 性頼粒 ノ研究 二當 リテ主 トシテ用 ヒ

ラル … 、Mommsen氏 ノ染 色法 ニ シテ、之 二

依 リテ、毒攣 性穎粒 テ有 スル中性嗜好 白血球 ノ

百分率 テ算 シ、而 シテ毒攣穎粒 ノ強度 テ表 ハス

テ以 テ法 トセ リ。

吾等臨 沐二携 ハル者 ノ、臨沐的補助 材料 トシテ

ノ観察 二當 リテ、最 モ重 要 ナルハ、其 ノ操作、

手技 ノ簡便 ニ シテ、而 モ確實 ナル方法 ニシテ、

斯 カル目的 ノタメニ、余 ハ本研究 二當 リテ、特

二Mommsen氏 ノ法 ラ用 ヒズ
、吾人 ガ血液塗

抹標本 ノ検察 二當 リテ日常用 フル、May・GrUn-

wald-Giemsa複 合 染色法 テ探用 シタルモ ノ ニ

シテ、余 ハ先 ヅ研 究 ノ當初 二當 リテ、 生理的拉

二病的状態 二於 ケル
。 同一人 ノ血液塗抹標本 二

就 キテ、1・・Mommsen氏 染 色法 二依 リ、1・ ・

May-GrUnwald-Giemsa複 合染 色法 ヲ施 シ、以

テ各標 本二於 ケル、青攣性頼粒 ノ出現状態 二就

キ テ観察 セルー、雨者共 二著 シキ差異 テ認 ムル

能 ハズ、即 チ、毒攣 性頼粒 ノ検索 二當 リテ、後

者 ノ毫 モ前者 二遜 色 ナク、而不 己、前者 二於 テ

ノ・、核 ノ構造 等不 明瞭 二現 ハ レ、術又該頼粒 ノ

毒攣性墜 化 ノ強度 ノ、段 階 テ観察 スル ニ常 リテ

ハ、後 者 ノ遙 カニ便 ナル テ認 メタルモ ノナ リ。

即 チ余 ガ本研究 二當 リテ、敢 テMommsen氏

法 ラ排 シ、May-GrUnwald-Giemsa複 合染 色法

テ探 リタル所以 ナ リ。

染 色方法。

1)乾 燥塗抹標本 二May-GrUnwald氏 液10滴

滴 下、被蓋 テ施 シ、約3分 間放 置

2)正 確 二同量 ノ蒸溜水 テ加 へ、色素 トヨク混

和 セシメ、約1分 間染 色。

3)時 計皿水 二於 イテ、稀繹Giemsa液(蒸 溜

水1立 毛二封 シGiemsa氏 液1滴 ノ割合)テ 以 テ、

血液塗抹面 ヲ下方 二向 ケ、約10-12分 間染色、

4)蒸 溜 水 ラ以 テ強 ク洗縢。

5)室 中乾燥後鏡検。

勿論、本染 色二當 リテハ、終始 細心 ナル注意 ノ

下 二愼重 二行 フベ ク、染 色技術 ノ鋏 陥 ハ、往々

ニ シテ重大 ナル誤謬 ノ原因 トナル モ ノナ リ
。特

二染 色液 ノ酸度 二封 シテハ注意 テ要 シ
、作用 ス

ル蒸溜水 ノ如 キモ純梓 ニ シテ、PH6.6内 至7.0

以 内 ノモ ノニ非 ザ レバ不適當 トナスベ キモ ノナ

リ。

毒攣性頼粒 ノ存在 へ 各血球 李等 二存 在 スルモ

ノニ非 ズ、個 々 ノ血球 二依 リテ著 シキ差異 ア リ、

斯 ルガ故 二余 ハ毒攣 性攣 化 ノ強度 ラ表 ハ スニ、

輩 二該穎粒 テ有 スル血球 ノ撒 量的關係 ノ ミニ依

ラズ、血球 二現 ハル ・該頼粒 ノ多少 二依 リテ、

之 レラ第1度(1)一 該 穎粒 ノ少数 二存在 スルモ

ノ、 第2度(皿)一 該頼粒 ノ中等度 二存在 スルモ

ノ、第3度(皿)一 該頼粒 ノ多撒 二 存在 スルモ

ノ、 ノ三種 二分 ツテ観察 セ リ。

研究 材料 トシテハ、岳製鐵所病 院結核病棟 入院
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患者 中、特 二合併 症等有 セザル者約50名 テ選 ビ

テ用 ヒ1其 ノ対 照 トナルベ キ健康人 トシテハ、

白昼 的拉 二他魔的検 査 二依 リテ、全 ク健康 ナ リ

ト思ハ レタル22名 テ選 ビ テ用 ピタ リ。 又動物

實強 材料 トシテハ、健康 海狽 テ使用 シタ リn

血 液採 取 三富 リテ・・、総 テ血球 ノ形 態的拉:二撒

量的關係 ノ攣 化 ヲ・來 スガ如 キ誘 因 二就 イテハ、

悉 ク之 テ除 外 シ、 愼 重 二行 ヒ タ リ。

各 表 中 二 於 ケ ル 記 號1B.=盤 基 嗜 好 白 血 球 、

E.=「 エ オ ジ ン」 嗜 好 白 血 球 、P.=「 ピ ク ノー

ゼ」、M.=骨 髄 細 胞 、J.=幼 弱 型 、St.=桿 歌

型 、S.=分 葉 型 、:L.一 一淋 巴 球 、Mon.=「 モ ノ

チ ー テ ン」、N.=中 性 嗜 好 白 血 球 テ 表 ハ ス モ

ノ ナ リA

第四章,健 康人 二於 ケル毒攣性穎粒

肺結核 二於 ケル垂髪 性頼粒 ノ研 究 二當 リテ、之

が観察 ノ対照 トモナルベキ、生理的状態 二於 ケ

ル該頼粒 ノ出現状態 ラ検索 スル ノ必要 ラ感 ジタ

レバ、蜘1く上金 ク健康 ナ リ ト思 ハ レタル、男女

22名 二就 キテ観察 セル ニ、第一 表 ノ如 キ結果 テ

得 タ リ。

生理的状態 二於 ケル毒塗性穎粒 ノ出現状態 二就

第1表

イ テ ・・、Mommsen氏 ・・、 氏 ノ染 色 二 依 リ テ、

健 康 人 二 於 イ テ ハ 該 頼 粒 テ説 明 セ ズ ト速 くごタ レ
げ り

ド、 古庄氏 ハ(Giemsa染 色1、 生理的 ニモP該

頼粒0-15%ノ 出現 ヲ見 ル ト謂 ヒ、林氏(Mo・

mmsen氏 染 色法)モ 亦,a-10%ノ 出 現 テ見 ル ト

述 べ タ リ。

余 ノ質駒:二依 レバ、第1表 ノ如 ク、健康人 二於

健康人二於ケル毒攣性瓢粒
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・イテハ
、極 メテ少数 ナ レ ド、該穎粒 ノ出現 テ見 ル事 テ認 メ得 タ リ.

第五章 肺結核=於 ケル毒攣性穎粒

結 核 二於 ケル毒憂性頼粒 ノ研究 モ、既 二多数 ノ

業績 ラ見ル〈・ク、 即 チ、Keller,Mommsen,

Tanneff,PontoniundBelli,1、eitnerund

Eichhorn氏 寺 ノ報告 アリ。 而 シテ多 クハ、結

核 二於 イテ・・、他 ノ急性傳染病 二比 シテ、毒攣

性愛 化軽度 ニ シテ、有熱 ノ滲 出性病型 二於 イテ

ノ・比較的強度 ノ毒攣性頼:粒 ノ出現 ヲ'見ルモ、増

殖性、硬化性病型 ニ テノ・極 メ テ軽度 ナルカ、又

ハ全 ク出現 セズ、1又此 ノ毒攣性穎 粒 ノ増 加 ハ、

病勢 ノ進 行二準行 スルモ ノナル事 ニ一致 セ リ。

本邦 二於 イテハ、 カ ・ル方面 ノ研 究未 ダ甚 グ少

ナ ク、殆 ン ド数 フル二足 ラズ。

本郷 氏ハ、肺結核患者 二於 イテハ、絡 テ ノ場合

多少 ナリ トモ垂髪性頼粒 ノ存在 テ認 ム レ ド、其

ノ軽症 ナルモ ノニ於 イテハ、極 メテ軽度 ニ シテ、

殆 ン ド正常 ノ域 テ脱 セズ、其 ノ重症 トナルニ及

ビテ、漸次著明 トナル ヲ・認 メ、林氏 ハ又、肺結

核患者 二就 キ テ・Mommsen氏 染 色 一 依 リテ、

相 當詳細 ナル研究 テ途 ゲ、肺結 核 二於 イテハ、

該穎粒 ノ出現、第一期 、平均6.33%、 第 二期、

ZF均13 .91%、 第 三期 、平均38.35%テ 示 シ、

病状 ノ増悪 ト共 二増 加 シ____.度60%以 上 二達 ス

ルモ ノハ、豫後 重篤 ナルテ示 スモ ノナ リ ト述 べ

タリ。更 二氏 ハ、核 移動及 ビ赤 血球沈降反磨等

モ之 が対照 トシテ検 査 シ、毒攣性穎粒 ノ攣 化ハ、

大 凡是等 ト平行 スルモ ノナル事 ラ明 カニセ リ。

北 島氏 ハ、外科的結核 二於 イテ之 デ観察 シ、結

核症 ニチハ、活動性 ノモ ノニ於 イテハ、 出現傘

大 ナルモ、 非活動 性 ノハ ノーテへ 軽度 ニ シテ、

一般 二症状 ノ重篤 二階 ルニ從 ツテ之 ヲ」曾シ
、軽

度 二経過 スル モ ノニテハ、其 ノ出現少数 ナ リト

述 べタ リ。

要之、結核 二於 ケル妻壁 性穎粒 ノ出現 二就{テ

ハ.以 上 ノ如 ク諸家 ノ報 告テ見 ルモ、其 ノ詳細

ナル研究 八極 メテ少 ナ ク、今後尚多数 ノ研究 テ

必要 トスルモ ノナ リ.

サ レバ余 ハ肺結核患者約50名 二就 キテ、之 が病

症 ノ軽 重、病勢 ノ如何 二依 リテ現 ハル ・硬化 一

就 キテ究明 シタルモ ノニシテ、就 中余 ノ最 モカ

ラ傾注 セルへ 患者個 々 二於 ケル観察 二非 ズ シ

テ、 同一患者 二就 イテ ノ、其 ノ臨躰的経過 ノ推

移 ト共 二長期観察 セル、該頼粒 ノ浦長 二就 イテ

ナ リ。

省文同時 二動物實験 チ行 ヒ、結核海狸 二就 キ テ

該穎粒 ノ研究 テ行 ・・ン ト試 ミタルモ1不 幸 ニ シ

テ豫期 ノ数果 ラ牧 ムル事 テ得 ズ シテ
、不成績 二

終 レリn

第一節 臨淋的研究

第一、長期観察セ ル疾病経 過 ヨ リ見 タル毒攣i

性 穎粒 ノ消長

肺結核患者26名 二就 キテ、其 ノ臨躰的症歌 ノ推

移 ト共 二、持緬的 二其 ノ血液検査 テ行 ヒ、毒憂

性穎粒 ノ攣 化 二就 キテi長 期 二五 リテ詳細 ナル

観察 ラナ シタ リ.

而 シテ之 が観察 二常 リテ、先 ヅ便宜上、其 ノ ト

レル轄蹄 二依 リテ、1、 輕快 セル例 、2、 症欺 ノ

不憂 ナ リシ例、3、 悪化 又 ハ死 ノ 朝露 テ トリタ

ル例、 ノ三群 二分 チテ研究 テ行 ピタ リ。

1、 輕'快 セル例

9例 二就 キテ観察 セリ、総検査 同数41)同 二達

セ リ。本例 二属 スルモ ノハ一般 二検 査常初 ヨ リ

春慶性穎粒 ノ出現率軽度 ナルモ ノ多 キモ、第4

例 、 第5例 、 第7例 、■

■ 第9例 、■ ノ如 ク、當初 二於 イテ

相當粥腹 ノ出現 テ見 ルモ ノア リ、 サ レ ド殆 ン ド

総 テ ノ例 二於 イテ、疾病 ノ軽快 二向 フニ随 ヒテ、

漸次其 ノ低率 二赴 ク ヲ見 劣 リ。

第一例、患者、一30歳

初 診 昭和8年4月28日
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入院"5月13日

病 歴:一4月 終 リ頃 ヨ リ咽 頭痛、 吻 軟、喀:疾 ア

リ、 時 二軽 度 ノ登熟 テ見 ル(37.2。C内 外)、 食

慾不良 ニ シテ睡眠障碍 サル。

入院當 日所 見:一 一一膿温.、37.1℃ 、 脈搏85

盟 格 、榮養共 二良、膣 重、53Kg.

右 肺 尖部短 音 ニ シテ、少数 ノ羅 音 テ聴取 ス。

検疫 、 ガ氏三號

毒 攣 性

経過:一 入院後 ノ経過良好 ニ シテi食 慾ハ漸次

佳良 トナ リ、褒熱 八極 ク稀 二37.2℃ 内外 二達 ス

ルモ殆 ン ド無熱 二経過 シ、咳漱、喀疾 共 二軽度

トナ レ リ。他昼餉所 見 モ好良 二向 ヒ、逡 二右肺

尖部 二羅音 テ聴取 セザル ニ至ル。

約1'/.)ケ 月 ノ入院後某地 二軸 地 セ シメ、從前 ノ

如 ク健康 膿:トナ レリ。

入院 日数46日

頴,粒

月 日
毒攣性顧粒:

5.15

6.20

6.27

iI国 皿
18

7

11

BE
中性嗜好白血球

P

11
0.5 13

12・

2

0.5

MIJIStlS
58.5117
1649.5

lI

LM・n… 備
lI
ll

221.5

考

14 57

23

24.5

6

0
ヨ

ZF無

銘 二例、 患者 一16歳

初 診i昭 和8年6月20日

入 院、"""

病 歴:一 小學校4年 當特級友 二左胸部 ヲ打撲 サ

レタル事 アリ、之以来軽 度 ノ胸痛 ア リ、漸次 二

悪 化 シ來 レリ、最近 二至 リ盗 汗、咳漱、著 シ久

全 身 二疲弊 感甚 ジク、徐h二 衰 弱 シ來 レリ。時

二心悸 元進 ア リ。登熟 ハ軽微 ナルモ時折37・ 。5C

内外 ノ上昇 テ見 ル、食慾 不振 ナ リ。

入院當 日所 見:禮 温37.5℃ 、脈搏100、 細 小、

禮:格、榮養 共 二不良 、稚R鳳 痩 ス、禮 重33Kg.

顔 面 蒼 白、頸 部 ノ淋 巴腺腫脹 ア リ。

左 上胸部鼓濁 音 テ呈 シ、 多数 ノ曝 者 テ鵜取 ス.

左 後下胸部、曜音 ア リ。

検疫、 ガ氏七號 ℃

経過:一 入院後 ヨ リ直 チ_.人 工氣胸療 法 テ施

シ、良好 ナル数:果 ヲ牧 メ タ リ。即 チ登熟 モ暫時

ニ シテZF熱 二復 シ、自覚的症候 モ軽減 シ來 レリ、

胸部所 見ハ左 上胸部 依然 トシテ爾短・音テ呈 シ、

少数 ノ曝者 ラ蕪 取 シ、退院時 二至 ル迄 同様 ノ所

見 アルモ、以前 二比 ス レバ著 シキ軽快 テ見 劣 リ。

罷 重 ノ増 加著 シ久 肥 満 シ來 レ リ。患家 ノ希 望

二依 リ退 院 セ シム、現在 、肚健 二家事 二従 事 シ

ツ ・アリ トo

入院 日数、108日

毒 攣 性 頬 紅

月 日

lI回 顧

毒攣性顎粒i
lB
E

6・2712916-1ゴ3・5
　

7.137-10。5…10.5

7.20卜1837

8・39}1

8.23ri冨 「n

s,s・ 引3

31-9.13

419.u7

二三 三
一 一110 ・5

0.55.5

1 12

3

中性嗜好白血球

p岡JISts

-1-0.515

L MOn

3

2.5

40×23。08.5131

23疵 、.5i6

46.51817,56.51
　 　へ

742β3.5『s

75521.b7

1348120.5・3
へ 　へ 　へ

1151127.5j4.5

3913卑16

備 考

6.5

3.5

2.5

3

膿 温37.4℃

卒 熱

耳痛形成、軽度 ノ螢熱

卒 熱
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第 三例 、患者、一27歳 、

初診、昭和8年7月30日

入院"""

病 歴:一 約3年 前、右{無性肋膜 炎 ニカ ・ル、5

月頃 ヨリ咳嚇、喀疾 、盗汗等 ノ訴 ヘ アリ。

軽度 ノ登熟 ラ見 ル。約1週 間前喀 血1同 ア リ、

爾後諸症頓 二悪化 シ、登熟 ・・380C二 達 シ、著 シ

ク弛張 ス。左胸痛時 二甚 シ。食慾不振 ナ リ。

入院當 日所 見:一 腰:温380C.脈 搏:110、

艦 格中等、榮養良、禮重51Kg.顔 面 著 シク蒼

白ナ リ。右上胸部短音 ニ シテ、多数 ノ微細 ナル

嚥音 テ聴取 ス、右後下胸部短音 ナ リ。腹部膨 満

スo

検疫、 ガ氏1號

経過:一 登熱 ハ弛張性 二約1ケ 月鹸持綾 シ1後

正 常 二復 セ リ。 時 二悪寒 テ件 ヘ リ。 入院常 日 ヨ

リ厚 く、血痕 ノ喀 出 テ見、又時 二少量 ノ喀 血 ア

ルモ、暫時 ニ シテ消失 シ、他 ノ咳漱、喀 疾等 ノ

訴 ヘモ 日 ト共 二輕快 二向ヘ リ。

胸部所見 モ右上胸部 ノ嘱音次 第二消失 シ、 榮養

盆 丸良好 トナ リタ レバ、某所 二軸 地療 養 セ シム、

爾後殆 ン ド健康膿 トナ レリn

入 院 日数68日

毒 攣 性 願 粒

月 日

毒攣性!顧粒

111皿

中性嗜好白血球
LMonBE

p岡Jドt…sl
備 考

7.4 9 一 一 一 5
r2
・5「111・5 42.5 18 28 1.5 髄 温38。%C.血 痕 ア リ

7.11 10 2 一 『 3.5 6.51一 一 31.5 33 20.5 5 盤 温38。C.

7.20 15 2 一 1 5 3・51一 一 32 33 16.5 9 燈 温37.8℃.血 痕 ア リ

8.22 5 一 一 1 11 一 一

≡
16 44 20 8 平 熱

9.5「; 一 一 0.5 10.5 1 一 10.5 41.5 129 7 ,,

1

第4例 、患者、一33歳

初 診 昭和8年6月20日

入院"""

病 歴:一 約1週 間前 ヨリ右胸痛、悪寒 アリ、

登熟380C.二 達 ス、咳噺 、喀疾多登 シ、胸部 歴

迫感、呼吸困難等 ア リ。

入院當 日所 見:一 膿温3S℃.脈 搏110

禮:格i榮 養共 二良、膿重56.2Kg.顔 面 蒼白、

呼吸梢 ミ促迫 ス,右 肺 尖部短・音ニ シテ、呼気 ノ

延長 ア リ、右下胸部濁音 ヲ呈 シ、呼吸音 テ美徳取

セズ。此 ノ部 二於 イテ試験的穿刺 陽性。
　

検疫,ガ 氏4號 。

経過:一 悪寒、登熟長期持続 シ、胸 内苦 悶感、

右 側胸痛等容 易 二消退 セズ。約2月 後 ヨ リ漸次

二解熱 シ始 メ、諸症又之 二從 ヒテ軽快 二向 フ。

胸 水穿刺撒同行 フ。入院約2ケ 月後 ヨリ血痕:ノ

喀 出 アルモ暫時 ニ シテ停 止 セ リ.

胸 部所 見モ右 下胸部 ノ濁音次第 二消失 シ、呼吸

垂 髪 性 頬 紅

月 日

6.27

7.13

8.23

9..5

9.12

9.27

毒攣性頬杖

1

37

25

30

皿1皿

13

7

3

Q
り

一-

2

4

BE
中性嗜好白血球

PAM
1

0.5

0.5

1.馴6.5

μ0

4

6.5

0
ヨ

4.5

1

5

4

J

o.5

St

26

45.5

42

42

34

25.5

S

26

23

13.5

20

18.5

16

T Mon

3019
15.5111

30

28

25.5!9.5
i
32}10

備 考

膿 温38.。2C.

器 温37.。8C.鼓 腸 ア リ

膿 温37.。8C.血 痕 ア リ8

平熱 、 血痕 ア リ5

,,血 痕 ナ シ
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音 ラ聴取 シ得 ルニ至ル。右肺尖部所見ハ著 シキ

攣化ナシ。

自覚的症状殆 ン ド軽快 シ タレバ 轄地療養 セシ

ムo

入院 日数112日

第5例 、患者、一28歳

初診 昭和8年6月14日

入院 昭和8年6月14日

病 歴:一 一約2年 前、右{熱性 肋膜 炎 ニカ ・ル、 昨

年2月 又肺尖加答児 テ患 ヒ、約1ケ 月 ノ治療 二

依 リ殆 ン ド全治 ス ト。

約3日 前 ヨ リ悪寒 奨熱 ア リ、咳漱輕登 ス。喀

疲少量 ナ レ ドモ、 時 二血痕 ノ喀 出 ア リ、盗 汗 ア

リ、 食:慾不 振。

入院 日所 見:一 膿温39.。C.脈 搏120

艦 橋 、榮養共 二良、 膿 重52.5Kg.顔 面 著 シク

蒼 白ナ リ右肺尖部濁音 ヲ'呈シ、数 個 ノ曜.音ヲ聴

取 ス。

検疫、陰性

経魍:一38.OC.内 タトノ登熟』婁交日間キ寺績 シ、1斬次

_シ テ下降 スルモ、再 ビ数 日ニ シテ上昇 ス、入

院20日 日頃 ヨリ登熟 ハ全 クヤ ミ、平温 二復 ス。

血痕 モ入院後金 ク見 ザルニ至 ル。右肺尖部所見

モ 日々二良好 二向 ヒ、逡 二騨羅・音ヲ'i聴取 セザルニ

至 ル。 自魔的症状 モ殆 ン ド訴 ヘザルニ至 リタ レ

バ、退院 セ シム、現在勢 働 二從事 シツ ・ア リ。

入院 日数43日

垂 髪 性 願 粒

月 日

6.20

6.2724112

毒攣性順位

「1興Bl
`'1i4928ヒ

6

7.11i21 0
り

7.2024

7.2481
7 3」

中性嗜好白血球;
E1_一

Ip 』1MJSt1St

38.5i一 ・一19.5 、49.5

11 9・5β5・5

ユ4;456.51

L

7 3

1

炉
0

4

48

Mon備

119.「5.f戸 薩 温3軋8℃

一 畳豊温37
.3.。C・23

8.5ZF熱27.5

3.533●5

考

4.5 63i25.5i 31,,

第 六例 、患 者、17:歳

初 診 昭和/¥年11月7日

入院 昭和9年]月4日

病歴:一la月 末 頃 ヨ リ37.2一.。3Cノ 褒 熱 ア

リ、夕方 ニナ レバ37.'7C二 達 ス、全身倦 怠感 ア

リ、咳漱、喀 疾 ハ稀 ナ レ ド、盗 汗著 シ。

入院當 日所 見:一 禮温37∩4C.脈 樽70

艦 橋 、榮養 共 二良好、艘 重4(1.2Kg.右 肺 尖部短

音 ニ シテ呼気 ノ延長 ア リ、腹部梢 ≧膨満 ス。

検疫,陰 性。

経過:一 微熱約1ケ 月間持続 シ、爾後 ハ李熱 二

向 フ.食 慾 モ漸次 良好 トナ リ、一般症状著 シク

輕 快 ス、胸部所 見 ハ著 シキ差異 テ認 メズ、退院

後暫時外来 二於 イテ治療 シ、全 ク健 康 二復 ヒリ。

入院 日数60日

毒 攣 性 願 粒

騨1蠣 粒1
月 目 ,

1皿

1中 性嗜好白血球
BEI一 一 一一

　 　
皿lPlM 」

　ド　 　　

lSts
Li㎞ 備 考

11.9i42
■

o,

引 一 0,5{1.5
一 一i 一 「8 37

一一一一一一}}　 .

48!5
1

一一「一・一 』

骨豊温37.つ1C.一

11.24i3S
i

31-
1

2.5 一._ 一 9.5 50.5 352.5 膿 温37.)5C.

12.1137
「

7レ ー
1

3 11-
i

一 18 44 30.5'3.5 ,,

1

12・2017 一 } _ 13.5
1
_1_
1

一 11.5 49 3115 平 熱
12.2516 『 一 12 1一 一 一 8 55 32.52.5 =
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第 七例、患者22歳

初診 昭和8年9月4日

入院"""

病 歴:一7月 末項 ヨリ全 身倦 怠感、左肩朋痛、盗

汗等 アリ、登熟37℃ 内外 ニ シテ午後 ・・37.。5C

二達 ス、咳漱、喀疾 ハ輕度 ナ リ、食慾不良、月

経不順 ナ リ。

入院當 日所 見:一 罷温37.こb.脈 搏g(1

禮格 、榮養共 二良好、禮重50.4Kg.右 肺 尖部

短音 ニ シテ、 呼気 ノ延長 ア リ。 下腹部梢 ≧膨満

毒x性

シ、抵抗、腰痛 アリ.

検 疫、陰性,

経 過:一 自費的症歌 八 日h良 好 二向ヘ ドモ、微

熱 依然 トシテ消退 セズ、長期持続 ス、禮重 モー

時減少 シツ ・アリシモ、爾後 ハ漸次増加 二赴 ケ

リ。胸部所見 ハ著 シキ差 異 ラ認 メズ、入院約3

ケ月 一 シテ轄 地療養 セ シメ、蹄宅後 ハ殆 ン ド健

康 トナ レリ.

入 院 日数89日

頬 紅

垂髪性顧粒
月 日

Il皿 皿

i

中性嗜好白血球
ILMono'備BE

PMJISts一
考

10.1 46130 3 0.5 4 『 一 一18 .5 31.5
'39
.5 6 膿 温37.QIC.

10.23 58128 7 一 3.5 一 一 一17 30 43 6.5 ,,

11.9

1.

5432 4 1
一 5 一 一 一10 .5 22 55.5 7 膿 温37つ3C.

12.1 344 _11 655 1 一 一9 32.5 40.5 9.5 ,,

第八例 、患者22:歳

初 診 昭和8年6月23日

入院""28日

病歴:一 約2週 間前 ヨリ380.C内 外 ノ登熟 持緬

シ、肩肝癌、左胸痛 アリ、吻漱、喀疾共 二著 シs

食 慾不振 ニ シテ、盗汗 アリ。

入院當 日所見:一 膿 温38.03C.脈 搏100

禮格 、榮養共 二不 良、禮重39.7Kg.顔 面著 シク

蒼白ナ リ。左上胸部濁音 ラ呈 シ、多数 ノ曝者 テ

蕪取 ス。

検疫、 ガ氏3號 。

経過:一 入院後 ノ経過思 ハ シカラズ、症状 一進

毒 攣 性

1

月 日

1

一一一一一

7.4

7.12

S.9

8.22
　一

9.5

9.13

9.26

10.14

垂髪性顧粒

1

一25

26

35

8

…33

11

19

【18

■ 皿
」

5

21

急

…
1

4

「18

=

一2
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BlE

i
4

2.5

4.5

6

6

5
●

9
0

2

1

一弛 タリ
、登熱 ハ依然 トシテ38.OC.内 外 ラ往来

シ、時 二下降 テ見ルモ、再 ビ上昇 シ來 ル。胸部

所見 モ次第 二増悪 シ、左胸部全般 二五 リテ強度

ノ鼓濁 音 テ呈 シ、気管枝 呼吸音拉 二多数 ノ有響

性聴音 ラ魏i取 スルニ至 ル、 入院約3ケ 月 日頃 ヨ

リ、 サ シモ頑 固 ナル賞勲 モ漸次下降 二赴 キ、一

般状態 モ良好 二向 フ、榮養 モ著 シク佳良 トナ リ、

自質的症状全 クナ ク、禮 重増加 ス、胸部所 見 日

々軽快 セルモ、術左胸部 ノ濁音強 シ、爾後 ノ経

過 ハ観察 セザルモ、最近軽 快退院 シ、 自宅 ニテ

療養 中ナ リ ト聞 ク.
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骨豊温38.冒3C.

骨豊温 二;7.。3C.

,,
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第九例,儲 ■32歳

初診、昭和8年3月29日

入 院"4月26日

病 歴:一1昨 年肺尖加答児 ニカ ・ル、約2週 間

前 ヨリ、全身倦 怠、微熱、右側胸痛 アリ、咳漱、

喀疲多 シ。時 二血痕 ノ喀 出 ア リ.

入 院當 日所見:一 膿温37.4℃.脈 搏80

艦 橋 、榮養 共 二中等、膿 重48Kg.右 上胸部輕

キ濁音 ラ呈 シ、少数 ノ曝者 テi聴取 ス0

毒 攣 性

検疫 、 ガ氏5號 。

経過:一 微熱 去 ラズ、小喀血数 回 ア リ、 自覚的

症状 ハ日々好良 二向 フ、胸部所 見ハ右上胸部 ノ

曝 者消失 シ、僅 カニ肺尖部 ノ短音 テ謹 スル ノミ

トナル、患者 ハ家事 ノ都合 二佐 リ、未 ダ全 ク治

癒 セザルニ退院 ス、爾後 自宅 ニテ療養 二力 メ、

現在ハ努 働 二従事 シツ ・アリ ト。

入院 日数29日

顧 粒

月 日

4.14

磯 性顎紐i
B

}l

El一 一一

R

・ 中性嗜好白血球
L Mon 備 考

邑

・国 皿 M団StlS

3112s■f 『 ゴ
ー 『

5.5 菊
二叢

28.5 3.5 膿 温37.。4C.血 痕 ア リ
一

4.26 23111 2 一

5!三
一 33.5 24 3.5 膿 温37.。2C.

皿、 症状 ノ不攣 ナ リシ例

(1例 二就 キテ観察 セ リ、絡検査同数24同 二及

ベ リ、本例 二属 スル者 モ亦、一一般 二検査當初 ヨ

リ毒攣性穎粒 ノ出現軽度 ナ リ、而 シテ、其 ノ疾

病 ノ経 過 二随 ヒテ観 察 セ ル 垂髪性穎粒 ノ消長

ノ・、何 レモ前後著 シキ差異 テ認 メズ、殆 ン ド不

攣 二経過 セ リA

第一例、患者、■4・ 歳

初診 昭和8年6月3日

入院"""

病 歴:一 徹年前肺尖加答児 二ヵ ・ル。

4-5日 前 ヨリ全 身倦 怠感、微熱 ア リ、今朝突然

血痕 ノ喀 出数回 ア リ、引 キ績 キ大 喀血 テナ ス、

咳漱多登 ス。

入院當 日所見:一 禮温37.10C.脈 榑90

膿 格 頑強 ニ シテ、榮養良、 膿:重61.5Kg.左 肺

尖部短音 ニ シテ、呼気 ノ延長 アリ。

検疫、陰性

経過:一 入院後軽度 ノ登熟持続 ス、血痕 ノ喀出、

時 二大喀血敷同 アリタルモ、暫時 ニ シテ停止セ

リ。他 ノ自罷的症状 ハ殆 ンド之 ラ訴 ヘズ。右肺

尖部所見 ハ著 シキ攣化 ナ シ。入院短時 日一シテ

退院 セルモ、爾後 自宅 二於 イテ再 ビ喀血 ア リ、

引 キ績 キ治療 テ受 ケツ ・ア リ。

入院 日数25日

垂 髪 性 頬 杖

月 日
障難馳
lIiπ 皿

6.9i205
-1-

18'106.201　

6.27}16117

中性嗜好白血球
BE 一レ ㎜冠「 」忌

t}s

互

一

510
。

[
り
0

FO1

L

15.5

14

19.5

4827.5

48

52.5

32.5

19

Mon 備 考

7.5髄 温37.。3C.喀 血 ア リ

2.5李 熱

7.5畳 畳温37。2C.

第2例、患者 一50歳

初診、昭和8年5月26日

入院"7月1.5日

病 歴:一 鉤 竿年前肺結核 ニテ入院治療 ラ受 ケ、

諸症軽快 セル テ以 テ、 自宅 二於 イテ療養 中 ナリ

シニ、最近喀血数 回 ア リ、左胸痛甚 シ、登熟 ハ

以前 ヨ リ輕微 ニシテ、殆 ン ド無熱 二経 過 シ、咳

嚇:、喀疾 多 シ。時 二強度 ノ頭痛 ラ訴 フ、食慾不
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良 ナ リ。

入院常 日所 見:一 艦温38.OC、 脈 搏100

膿:格頑張、 榮養不良、禮 重56kg.左 上胸部濁音

ヲ呈 シ、多数 ノ聴音 ヲ:聴取 ス。

検疫、 ガ氏3號 。

経過:一 喀血拉 二血痕 ノ喀 出ハ約3週 間後金 ク

f瑛 壁

厚iLス ル モ、他 ノ白魔症 ハ依然 トシテ良好 二向

ハズ、磯熱 ハ殆 ン ドナ ク、時 二微熱 テ見ル バ1

胸 部所 見著 シキ攣 化 ナク、術左胸部 ノ張 キ浸潤

ラ認 ム。

入院 日数84日

性 顎 紐

1毒 攣性顎杖月
日1一

ID皿
i

7.92

BE
中性嗜好白血球

J

一
一

M

二…馴創
i

P

3
。

70

1

1Sts

L M。nl備

…

22 膿 ～盤37.3三C

考

8.3

S.23

9.5

9.12

9.27

1一
　

131一上

4一

31-

2

3・51一

3

り
0

70

rO

・
60

召

50
召
5450

1一 3

39

35.5

26.5

20.5

25.5

45117・5}7

9.53018

30・5120

38!15.5

6

8.5

霧}2鵠1

骨豊温37.1C.

卒 無

銘3例 、患者、30歳

初診 昭和8年4月45日

入院 ・…"

病 歴:一 昨年8月 頃 ヨリ悪寒、登熟 アリ、全身

ノ倦 怠感著 シク、 時 一盗 汗 ヲ 見 劣 リ、登熟 ハ

38,。C二 達 シ弛張 ス、咳漱:、喀疾軽度 ニ アリn

其後経過良好 ニ シテ、'正月頃 ヨ リ離床 スルモ、

4月 始 メ頃 ヨリ再 ビ螢熱 ヲ見、 呼吸促迫 シ、咳

漱、喀疾著 シ、食慾 ハ不良 一シテ盗汗多瑳 ス。

入院常 日所 見:一 膿温37'SC.脈 搏110、 不 整 ナ

リ。身膿繍痩 シ、顔面著 シク蒼 白ナ リ。右上胸

部輕 キ濁音 ラ呈 シ、多数 ノ離苦 テ聴取 ス。右下

胸部短音 ニ シテ、呼吸音弱 ナ リ。腹部租 切瑳満

シ、歴痛 ア リ。

検疫 が氏7號 。

経過:一 入院後軽 度 ノ登熟持綾 シ、 時 二悪寒 ア

リ、胸部所 見モ右上胸部 ノ濁音拉 二曜音去 ラ

ズ。入院約3ケ 月 ニ シテ、艦温稽 、下降 セシラ

以 テ、某地 二軸地 セ シムルモ、 爾今 日二至 ル迄

症歌一進一弛 タリn

入院 日数95日

垂 髪 性 顎 紐

月 日

、.18

6.20

6.27

7.11

毒墜性顧粒

1皿:皿
i

92

31

38

21

9

8

10

4

4

7

B E

3

0.5 4.5

0
劃

0
β

中性嗜好白血球

P{MlJIl
O.5

3

S.5

7

Sts

38

57

42.5

40.5

29.5

11.5

17.5

20.5

・MonL

23.5

19

25

24

15 .5

5..7

4,5

6

偏

平 熟

考

骨豊温37.1L'.

骨豊温37.r悪 寒 ア リ

膿 温37.2C.

第4例 患者、■29歳

初診 昭和8年8月19日

入院"""

病 歴:1月 下 旬 名古屋市 二滞在中、風邪 感 ア リ

テ、同市 ノ某 署 二ヵ ・リ、肋膜炎 ト言ハ ル、暫

時治療 テ受 ケタルモ良好 二向ハ ズ、9月 頃郷里

ノ佐賀 二蹄 リテ、某病 院 ニテ肺結核 ノ診断 ラ下

サル、 目下微熱、咳漱 、喀疾 ア リ、身磯 目h衰

弱 二赴 ム ト、時 二血痕 ア リ。

入院當時所 見:一 膿温37。50C.脈 搏110。
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艦 橋、栄 養共 二不良1顔 面著 シク蒼 白 ナ リ、左

」二胸部鼓濁 音 テ呈 シ1気 管枝 呼吸音、 多数 ノ曝

者 テ聴 取 ス。腹部膨満 シ、腰部抵抗 強 シ、 四肢

著 シク旛痩 ス。

検疫 が氏7號 。

繹過:一37・5C内 外 ノ登熟持緬 シ、下降 二至 ラ
o

毒 攣 性

:ズ、 患者 八極 メテ神経質 ニ シテ、精神 ノ動揺著

シク、煙 い亡・悸元進 二悩 ム、胸部所見 ハ慶 化 ナ

シ、 退院後 今尚病床 二横 ハ リツ ・アリ、榮養等

著 シク衰 ヘズ。

入院 日藪100日

顎 紐

月 日

毒墜性題粒

1π 皿

8.19闘26

9.524

9,13

9.=6

10.14

24

16

]8

6

4

0
日

の
ヨ

「

B

0.5

1.5

1

E
中性嗜好白血球

P

33

2.5

8.5

7

4

・3 .5

1.5

1

0
囮

M JiStisl
ら 　 　

20.548

、MonlL

0.526

30
召

60
幽

44

46

19

15.5

16

6

6.5

4

備 考

●135

骨豊温 二;7,。5C

禮 温37。 。4C

骨豊温37.。2C

3諜i/
9.5禮 温37.c6C

71膿 温37.つ8C

第五例、患者、27歳 音 テ呈 シ、多数 ノ有響性曜音 テi聴取 ス、右後下

初診 昭和8年8月26日 胸 部 モ短音 ニ シテ、呼吸音弱、 少数 ノ喉音 テ聴

入院"9月30日 取 ス。
り

病歴:一 昭和7年3月 、左側漁性肋膜 炎 ニカ ・ 検疫 が氏4號

ル、今年8月 牛頃 ヨリ ..ア リ(至38.OC)、 著 経 過:一3SI一.C以 下 ノ登熟長期持緬 ス、患者 ノ

シク弛張 ス、 咳漱 アリ、喀疾 ハ少量 ナ リ盗汗多 自費症状 八苦 シカラズ、唯全 身 ノ倦 怠感 テ訴 フ

ク、 食慾不 振 ナ リ.ル ノ ミ、時 二下痢 アリ、盟重 ハ 日々減 少 二赴 ケ

入院當 日所 見:一 禮 温38.06C脈 搏120リ 、胸 部所 見 八苦 シキ攣動 ナ シ。

禮格 、榮養共 二不 良、膿重35.3kg左 上 胸部濁 入院 日数73日

垂 髪 性 顧 粒

毒攣性願粒
月 日

._lj皿
σ.3201-T

10.19 五 0
召

B E

1

0
0

0
μ

中性嗜好白血球

plMlJ
10.5

0.5 0.5

StlS

37

36

33.5

35.5

L Mon

1111鶉

備 考

骨豊温37.`8C

第6例 、患者、■23歳

初診 昭和8年(3月7日

入院"""

病 歴:一 致年 前左側{無性肋膜 炎 ニカ ・ル、昨年

12月 始 メヨ リ、咳漱 、喀疾、登熟(37.05C-38.℃)

ア リ、肺結核 ノ診断 ノ下 二約.,ケ 月間入院。

梢 く軽快 セル テ以 テ、某地 二轄地療養 ヲ'許可 サ

ル ・モ轄 地中喀血数回 アリ、登熟依然 トシテ輕

度 二持続 スルテ以 テ再 ビ来院 ス。食慾不良盗 汗

ア リ。 .

入 院當 日所見:一 膿温37.。1C脈 搏:100

艦 格頑 強 ナ レドモ榮 養不 良 ナ リ、盟 重54.kg顔

面 著 シク蒼白 ナ リ。 右肺尖部 短音 ニ シテ、呼気

ノ延長 ア リn左 上胸部 硝 気濁音 デ呈 シ、少数 ノ

曜音 テ聴取 ス。左後 下胸部短 音 ニ シテ、呼 吸音

微弱 ナ リn

検 疫、 ガ氏1號 。

経過:一 入院 當初 二於 イテ血痕 ノ喀 出数 回 アリ

タルモ、其後全 ク停止 ス、37.。3C内 外 ノ登熟長

期 持1`ス 、咳嚇、喀疾等 ノ自魔症状 モ亦一進一
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弛 タ リ。胸部所見 モ攣 化 ナ シ、退院後 今尚病 臥 入院 日数30日

中ナ リト、

毒 攣 性 顧 粒

1毒 攣 性 顧 粒 1

月 日iBE

皿

6.7

6.15

6.28

7.6

1

20

14

15

14

H

〇
一

5

3

PO

一1・ ・5

0.5

6.5

4.5

中性嗜好白血球

piMiJ

1一

0.5

27

3万5

　

St【S

27.,.5

18,5

21

25..5

45

42

35.5

LM・n備

ゴ2 5

考

24.5 5.5

22.55.5

2引8

膿 温37.^3C血 褒 ア リ

膿 温7.。6C

盟 温3,7.。1C

卒 熱

血、 死亡又 ハ悪 化セル例

患者11例 二就 キ テ観察 セリ、縮検査同数56同

二及 ベ リ。本 例 二屡 スルモ ノハ、第1例 、■

■ 第10例 、■ 第11例 、■ ノ如 ク

検査當初 二於 イテハ、毒攣 性穎 粒 ノ出現軽微 ナ

ルモ ノアレ ド、多 クハ何 レモ當初 ヨリ既 二相 當

高率 ノ出現 ヲ'認メ、而 シテ殆 ン ド絡 テ ノ例 二於

イテ疾病 ノ進行 二件 ヒ該穎粒 ノ出現著 シ クナル

ラ見 タ リ。但 シ第3例 、 二於 イテハ毒

攣性穎粒 ノ出現、當初 二於 イテ八病憂 ノ進行 二

件 ヒ漸増 シ、後再 ビ減 少 シ來 リ、逡 二殆 ン ド正

常 ノ域 二復 セ リ。木患者 ハ始 メ、右側上葉肺結

核 ラ以 テ初 マ リ、後重症腹膜 炎ヲ・併 畿 シテ死亡

セル例 ニ シテ、胸部所 見ハ後却 ツテ軽快 二向 ヒ

タルモノナ レバ、或 ハ此 ノ胸部所見 ノ輕快:二件

ヒテ毒攣 性穎粒 ノ出現軽微 ト ナ レ ルモ ノナル

カ、或 ハ又、本患者 が疾病 ノ末期 二著 シキ脳 症

歌 ヲ叢生 セル事 ヨ リ、 恰モ結核性拶膜炎 二於 ケ

ルが如 ク、 中福性 二本穎粒 ノ形成能力 ノ庶癖 テ

來 セルガ タメニ因 スル モ ノナランカ ト、考察 ス

ルモ ノナ リ。

第1例 、患者、■21歳

初 診 昭和8年5月29日

入院 一""

病 歴:一2月 中旬頃 ヨリ盗汗 多 久 咳漱、喀疾

ア リ、時 二登熟 アリ.某 醤 二依 リテ肺尖加答児

ノ診断 テ下 サル。 署治 テウ クル モ経過思 ハ シカ

ラズ、 日々衰弱 シ來 レリ、全 身倦 怠感甚 シ、最

近登熟39.℃ 二達 スル事厘 ≧ナ リ。

入院當 日所見:一 艦温38.。8C脈 搏132

膿:格不良、榮春著 シク不 良、顔面蒼 白 ナ リ。

右上胸部濁音著 シク、多数 ノ曜音 テi聴取 ス。

腹部緊張 シ、抵抗 アリ。廻 盲部厘i病弱 シ。

検疫 が氏7號

経過:一38.℃ 内外 ノ登熟 持続 シ、下降 二向ハ

ズ、時 二悪寒 アリ、咳1漱、喀淡 張度 ニ シテ、 食

慾著 シク不良 トナル、胸 内苦悶、腹部膨満感時

二腹痛 ア リ、胸部所見 モ漸次 悪化 シ、左肺尖部

二於 イテ却 羅音 ヲ'聴取 スルニ至 レリ、 入院 中、

榮養障碍 二依 リテカ脚気症 状現 ハル全 身 ノ衰弱

日一日二著 シ遂 二死亡 ス。

入院 日数80日

垂 髪 性 顎 紐

月 日

毒攣牲顎紐
l

P

Ip…M'J…St

中性嘲 嚇 ∵
㎞ 備 考

1
IIH皿1

BEl

ll S

6・20β814 一 } 一
,13.5旨 一i-36.511 23.5130 7.5 膿温38∴5C

6.27

7.1

28 6 5 一 ,『 3.5
1

-1一 170 9.58一 9 骨豊温3S.。2C悪 寒 ア リ

25 4 S 一 一 一 8.5 一 『 52.5 12 21.5 3.5 鵬 温38.。8C

7.13 二}2 35 25 0.5 一 5 一 『 61 11 16.5 6 膿 温3S.。5C

8.9 33, 36 28 一 一
i12
E…一 一 、69.5 7.5 101 膿 温37,。2C死 亡3日 前1
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第2例、患者、一

初診 昭和8年7月20日

入 院"""

病 歴:一 徹年前 ヨ リ咳嚇、喀疾 ア リ、慢性気管

枝 炎 ノ病名 ノ下 二署治 テ受 ケツ ・ア リ。6月 中

旬頃 ヨリ壷熱 ア リ、咳漱1喀 疾著 シ久 時 二呼

吸困難 テ訴 フ.喀 血数回 ア リ。

入院 當 日所 見:一 罷温383SC、 脈搏95

罷i格、榮養共 二不良、著 シク魔痩 ス。胸部所h

垂 髪 性

二乾性嘱音テi聴取ス。左上胸部輕 キ濁音テ呈 シ、

呼気 ノ延長 アリ、有響性曜音 テ:聴取ス.

腹部歴痛 アリ。

検疫 が氏3號

経過:一 解熱 セズ、弛張性高熱持続ス、呼吸困

難 胸痛等著 シクナル。他毘的所見モ増悪 シ、

左胸部全般 二濁音 テ呈スル ニ至 ル。9月30日

死亡ス。

入院 日数66日

顧 粒

月H

8.3

9.5

9.13

9.26

毒攣性願粒

1皿11

27

17

30

34

14

6

19

21

6

0
μ

6

35

B

1

E

中性嗜好白血球

PlM
3、3.5,

3.512

61一

4,51

JlSt

0.5

35.5

32.5

48.51

67.02

S

40

37.5

30.5

16

L Mon

0

5

4

一
37

30.5

16

備

4一 骨盤温3S.。8C

骨豊温3S。 。C4.5

4.5,,

2

考

"死 亡4日 前

第3例 患者 一21:歳

初 診 昭和8年3月1日

入院"5月8日

病歴:一2月 下旬 ヨリ風邪感 アリi咳 噺、喀疾

ヲ・訴 フ。登熟 時 二38。C二 達 ス、爾来症状去 ラ

ズi一 進一弛 タリ。

入院常 日所 見:罷 温、38・5C、 脈 搏95

艦 橋、榮養共 二不良、禮重45.kg、 顔 面蒼 白 ナ

リ。 右上胸部短 音 ニ シテ、曜音 ヲ聴取 シ、右下

胸 部梢 ≧短 音 ナリ。・

検疫 が氏4號 、

毒 攣 性

月 日

経過:一 入院後 依然 トシテ蛋熱38・ 。C内 外 一シ

テ、咳漱、喀疾 ア リ。登熟 ハ著 シク弛張 シ、悪

寒 テ件 フコ ト凄 気ナ リ。 時 二腹 痛 アリ、入院2

週 間目頃 ヨリ、膿温梢 支下降 スルモ、再 ビ上昇

ラ來 ス。爾後症状 バー一進 一弛 タ リンモ17月 終

リ頃 ヨリ登熟 強度 トナ リ、390C二 達 ス、咳漱1

喀 疾 多獲 シ、胸腹部苦 悶感 アリ。胸部所 見ハ倫

右上胸部二於 ケル浸潤 テ謹 スル ノミナル ガ、腹

部著 シク膨大 シ、 波動 テ呈 シ、歴痛甚 シ、全身

二浮腫 テ生ズ。9月 始 メ頃 ヨリサシモ頑 固ナル

畿熱 モ漸 次正常 二復 シ、稀 二微熱 テ見 ル ノミ。

顧 粒

　・毒攣性瓢粒1

B

l・ 皿m
5.152416

6.204つ'4i一

6。273718

7.13豆 「 雲㌃

7

15

68.3140111
　

8・23i・i・2[

9.53971-

151319.12

一一島27 12,一1一

0.5

1

0.5

0.5

E

4

5

10.5

4

1

1

1.5

中性嗜好白血球

P

3

2

9.5

4

6

3.5

2

0
μ

M J[St
O.5138.5

39.5

37

54.51

0.5

3.5

0
ヨ

64.5

55

73.5

59

75.52

S

32

28

28.5

L Mon 備

115i「二ら一f.'ち:骨豊海38.CC

2・1雨 湿38・'SC

21.512.5 骨豊温37.。5C

蕊515 骨豊温38.。2C

、2.5!3禮 温39.℃

考

16.5

17

19.5

10.5 嘉 不
102

r,下 痢

熱
18.5

13.5i4i一 一 ,,
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サ レ ド脈搏頻数:ニ シテ、全身 ノ浮腫 八省強度 ニ

シテ、腹部著 シク膨隆 シi腹 水除去2同 行 フ.

身 匿 ノ衰弱 日二 日二著 シク、 畷症状 ラ磯 シテ怒

號 ス。10月11日 死 亡 ス。

入院 同轍157日

第4例 、患者、16歳

初診 昭和8年4月6日

入院"""

病 歴:一1昨 年肺尖加 答児 二 ヵ ・ル。

撒 ケ同前 ヨリ咳漱、喀疾、微熱 アリ、全身倦怠

感著 シ、最近38QC内 外 ノ登熟 テ見 ル如 クナ リi

喀 血数回 ア リ。 食慾著 シク不良 ニ シテ、盗汗 ア

リ。

入院 當 日所見:膿 温37.8℃ 、 脈搏94

艦 橋 中等、榮:養不良、顔面蒼 白ナ リ。左 上胸 部

濁音 テ呈 シ、多撒 ノ曜音 ラ聴取 ス。

検疫 が氏5號

経 過:一 一38・℃ 内外 ノ爽熱 依然 トシテ持緬 ス、

時 二悪寒 ア リ、 自量的苦痛 ハ大 シテナキモ、胸

部所 見 ハ漸次 進行 シ、左胸部全般 二五 リテ鼓濁

音 ラ呈 シ、多数 ノ曝者 テ:聴取 ス、身膿 ノ翻痩 日

二 日二著 シク、逡 二7月1,日 死 亡 ス.

入 院 日数102日

毒 攣 性 顎 紐

月 日

4.10

5.16

6..,7

7.12

毒攣性願粒

1

30

22

20

28

∬

110

8

4

20

皿

2

9

B E
中性嗜好白血球

p岡JIStlS
L Mon 備

…C。、
●

一
Q

リ

ゥ
0温膿5のβ

考

一}1 .5.0.5

引3

8

1・6.5i一

12.553.525.5・14

1

835.5i45。5
[

1

43.534.5・ 】2.515.5膿 温38.c5C
'
3

第5例 、患者、一24歳

初診、昭和8年6月10日

入 院"""

病歴 、昭和7年4月 結核 性腹膜 炎 二ヵ ・ル、約

1ケ 月前 ヨリ、爽熱 ア リ、咳漱 、喀疾 ラ訴 フ、

登熟 ハ以前 ハ39.OC二 達 シタルモ、最近 二於 イ

テハ37.,,rC内 外 ナ リ。時 二腹部膨満感、腹痛 テ

訴 フ、全身 ノ著 シキ衰弱感 ア リ、食慾甚 シク悪

シ 。

入院當 日所 見:一 禮温37.。5C、 脈 搏120,呼 吸促

式 ス。艦格、榮養共 二不良、鳳痩 ス、顔面著 シ

39[35115・512'艦 温37.。8C死 亡6日 前

ク蒼 白ナ リ、左上胸部軽度 ノ濁音 テ呈 シ、多数

ノ麗音 ヲ'美徳取 ス、右上胸部 モ亦短音 ニ シテ少数

ノ曜音 アリ、腹部膨隆、緊張 シ、所 々 二歴痛 ア

リ。

検疫、 ガ3氏 號

経過:嚢 熱 ハ軽度 ナルモ、呼吸困難、胸 内苦悶

甚 シ、又腹痛、腹満高度 トナル、胸 部所 見 ハ増

悪 シ、殆 ンド胸部全般 二五 リテ曜音 ラ聴取 スル

ニ至 ル、逡 二7月16日 死 亡 ス。

入院 日数26日

毒 攣 性 顧 粒

月 日

6.20
一 ヲ

.15

毒難 題粒1

1国m

151032

17 28 53

B E

三障

中性嗜好白血球

p岡JIStlS

5
・

β0

3

H三1釜階

L Monl

ll5/215

備 考

膿 温 奮7.S℃

膿 温36.。8C死 亡 前 日

第6例、愚意 一20歳

初診、昭和8年4月7日

入院"6月7日

病歴:一 約2週 間前 ヨ リ輕度 ノ炎熱 持続 シ、全
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身 ノ倦怠感 ア リ、咳漱、喀疾:輕登 ス、時 二血痕

ノ喀出 ア リ、食慾著 シク不良、盗汗 ア リ、最近

;著シク蒼 白 トナ レ リト。

入院當 日所 見:一 艦温38.OC、 脈 搏100

膿 格 中等、榮養不良、罷重47.kg、 顔 面著 シク

蒼 白ナ リ、胸部所見殆 ン ドナ ク、僅 カニ右肺尖

部 短音 テ呈 スル ノ ミ、X線 像 ニテ始 メ テ右肺 ノ

禰:蔓性陰影 テ澄明 セ リ。腹部抵抗彊 ク、産痛 ア

リ。

検疫、陰性

経過:一 入院2週 間 日頃 ヨ リ登熟 ハ 高度 トナ

垂 髪 性

リ、39.OC二 達 スル事屡 丸ナ リ。 自豊的苦痛ハ

著 シカラズ、咳漱、喀疾軽輩 スル ノ ミ、胸部所

見 ハ依然 トシテ著 シキ攣化 ナ ク、右肺尖部短音

_シ テ、梢 ≧呼気 ノ延長 テ認 ムル程度 ナ リ。

入院第1ケ 月頃 ヨ リ、喀疾 中結 核菌 陽性 トナル、

此 ノ頃 ヨリ胸部所見漸次進行 テ來 セルモ ノ・如

ク、右肺尖部 二微細 ナル嚥音 現 ハ レ、次第 二其

ノ数 ラ檜 ス、 而 シテ途 二右上胸部 二強 キ濁音 テ

呈 シ、多数 ノ有響性曜音 ラ三聴取 スル ニ至ル、患者

ハ甚 シキ呼吸困難 二苦 シム、8月29日 死 亡 ス。

入院 日数84日

顧 粒

月 ●日

毒攣性頬杖
Il

BE

i
一-一 　 　 一一 一

1

中性嗜好白血球i、
lL

;

㎞1
IHl皿 1 plMIJIStiSl

備 考
「

_■_}__,一 一一・一__一 一一}}心 一一一 　

6・2016i2一 一} 21-1-118・5i31・5{36
一

111隆 温37・㏄
6.271012178-i115.5

_1

2322.530.5

2726261

7.5膿 温38.。8C

7・13810i82一(1・510・5 9,,

7・2026}921i4・ ・ 25.530.516.511.5膿 温39.「2C

0
日

■

∩
○ 326 69

508.91733

8.262141i28

16 5・255・5i3・5謬 響 §・恥 温,動 擁 シ

13.5

.一,1

.,1

3.6鵬 温39.08C122.550.59

255・517・5「 τ 募6・5膿 淵.36・SC死 亡3日 前

第7例 患者、21:歳

初 診 昭和 球年5月10日

入 院"7月31日

病 歴:一2月 頃 ヨリ輕熱 、咳1漱、喀疾 ア リ.肺

結核 ノ病 名 ニテ治療 中 ナ リシモ軽快 二向ハ ズ1

最 近登熟高度 トナ リ、 時 二悪寒 ア リ、著 シク衰

弱 シ來 レリ、盗 汗多 シ。

入院當 日所見:一 膿温38.9℃ 脈 搏、】00小 一シ

テ軌 艦 橋 榮 養共 二不良i梢 繍 痩 ス1禮 垂

垂 攣 性

39.8kg右 上 胸部短 音 ニ シ テ、多数 ノ曝者 ア

リn

検 波 が氏2號

経過:「 悪寒拉:二高度 ノ叢熱持綾 ス、動揺著 シ、

胸部所見進行 シ、左上胸 部 一モ囎音 ヲ'謹スルニ

至 ル。屡Z腹 痛拉 二頑 固ナル下痢 テ來 ス。

8月30目 途 二死 亡 ス。

入院 日数31日

顎 紐

睡1生 難 B E
中性嗜好白血球1

lL Mon1月 日

LI
23一

皿 〕皿 } P M J StlSl
備 考

1
8.2 S4 一 1 一 一 一 45123・5 20.5 10

『
膿 温38.。5C

8.22 40 18 28 一 一 2 一 2 49.5i24.512.5 9.5 膿 温38.。8C
8.26 35 27 22 一 一 2 1.5 5 38.512810 8 ,,

第8例 、患者、 26:歳 初診 昭和8年4月4.日
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入 院 昭和8年4月4日

病歴:一2月 頃 ヨリ心悸先進 著 シク、 咳嚇:1喀

疾、登熟等 テ見ル、畿熱 ハ時 二38.℃ 以 上 ニモ

達 ス、最近左胸痛 ラ訴 フ、食慾不良 ナ リ。

入院當 日所見:一 膿:温39.lC,脈 搏:120

艦橋 、榮養共 二良、全身梢 ミ浮腫 状 テ呈 ス、右

胸部濁音 テ呈 シ、気管枝呼吸音、多敷 ノ曝 者 ラ

i聴取 ス、左下胸部 又濁音 ラ呈 シ、呼吸音弱 、此

ノ部二於 イテ試験的穿刺陽性、腹部精 気膨隆 シ、

肝臓2指 横脛鰯知ス。

検疫:ガ 氏8號 、検尿、蛋白陽性

経過:一 登熟持続 シテ、下降二至 ラズ、自局的

症状ハ大ナル攣化ナキモ、他魔的ニハ右肺 ノ病

攣頓 二進行 シ來 レリ、退院後間モナク自宅 二於

イテ死亡 ス。

入院 日数87日

毒 攣 性 顎 紐

月 日

垂髪性願粒

1

4.1422

皿 皿

153

B E

5.1864

6.2062

6.27158

22

36

29

14

2i一

1.5

0.5

中性嗜好白血球
一

P 皿 J.Sts

LMon備

Q .545,532.5

　
n
.〉 ・29153

考

1.5

4

8.5

1・一一128;54
コ 　一一1

[一}35[45

12.5

9

】2.5

8.5

5.5

4

1.5

FO

膿 温3S.℃C

骨豊温38.。4C

膿 温38.。8C

第9例 、患者、31歳

初 診 昭和8年4月22日

入 院"""

病 歴:一 昭和7年6月 ヨリ咳漱 、喀疾、輕熱持

綾 シ、喀血墨 池ア リ。某 所 二軸 地療養 中 ナ リシ

モ、経過思 ハ シカ ラズ、再 ビ當院 テ訪 ヅル。獲

熱38.OC内 外 、弛張 ス、盗汗、血痕 ノ喀 出 ア リ。

入院當 日所 見:一一禮 温38.OC、 脈 搏:100

膿 格i榮 蓬莱 二中等、左上胸部濁音 ラ呈 シ、多

数 ノ有響 性嘱 音 テ聴 取 ス。

検 疫 が氏8號

経過:一 登熱大 凡37.℃ 乃 至38..-Cノ 間 テ

往来 シ、時 二2-3日 無 熱 ノ事 アルモ再 ビ上昇

シ、入院中殆 ン ド不 攣 二持続 セ リ、咳漱、喀疾、

胸 内苦悶等 ノ自毘 症状 モー進 一弛 タ リ.厘 気血

疾 ノ喀出又 ハ大喀:血等 アリ。胸 部所 見 ハ 日二日

二増悪 シ、左胸部全般 二五 リテ張 キ濁音 ラ呈 シ、

多数 ノ有響性曜 音 ラ聴 スル ニ至 ル、左 上胸部 モ

亦短 音 ラ呈 ス、11月 始 メi途二死亡 ス。

入院 日数203日

垂 髪 性 顧 粒
一一

月 日

'

毒攣性顎紐}Il中 性嗜好白血球lBIEI

I皿 皿 「P
1

lLMon備 考

':
M}J St:S

4.2S 27 29}26 一

一一 一 一一

4 7.5

8

一L 23 45 17.6
一一一

3:膿 温37.「8C血 瑛 ア リ

6.20 25
テ

813 0.5 6.5
ヒ

ゴ0・5
17.51 36 27.5 3.51膿 温38∴1C

6.27 26 5;_ 一 4 S.5 0.5
圏

0.5 22i3・ 30.5
1
3 7

}

7.12 28 913 1 11 4 一 一 24,528.5 23 8 膿 温37.。4C

8.9 30 5} 1 一 4.5 9.5 一 一 30 37 14.5 4.5 ・膿温37 .3C

8.22 37 6 1 1 5 4 一 一 30.5 37 15.5 7 腔 温38.℃ 喀 血 ア リ

9.5 37 4 2 0.5 4.5 2.5 一 一 25 52.5 10 5 膿 温38.。8C

9.13 22 2 一 一 3 2 一 一 26.5 36.7 19.5 12.5 ,,

9.20 17 5 一 1 1 5.5 一 } 35 44 8 5.5!膿 温38.℃

10.14 28 17 3 一 6 3 一 一 33.5 38 14.5 5;船 温39.℃
1
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第10例 、患者、■48歳

初診、 昭和8年7月5日

入院""月21日

病 歴:一1月 頃肺尖加 答児 ニカ ・ル。

5月 以来血痕:ア リ、 咳噺 、 喀庚多 シ、 登熟 ハ

38.。5C内 外 ニシテ悪寒 テ件 フ.胸 内苦 悶感、盗

汗 アリ。最 近下肢 二浮 腫 テ生 ズ。

入院當 日所 見:一 能温38.OC、 脈 搏110、 呼 吸促

迫 ス。禮 格、榮養共 二不良、禮 重36.3kg、 顔 面

毒 攣 性

浮腫状 テ呈 ス。両側 上胸部 輕 キ濁 音 テ呈 シ、気

管枝 呼吸・音 テi聴取 ス。 下肢浮 腫 アリ。

検疫 が氏7號 、検尿 、蛋 白陽性

経過:一37.。5C内 外 ノ登熱 長期持続 スルモ、時

二全 ク無熱 トナル、呼吸困難益 々著 シ、 日 ト共

三編痩 加 ハル、顔 面拉:二下肢 ノ浮 腫 ハ漸次 消失

セ リ。胸部所 見ハ著 シキ攣化 テ來 サズ、徐 々_

進 行 シ來 リテ、11月17日 途 二死 亡 ス。

入院 日数93日

題 粒

月 日

8.22

9.13

9.26

10.14

毒攣性顎紐

　

IlH

303

皿

B E
中性嗜好白血球

30

52

33

1

11

16

p岡JStis

48.514.5

LMon

6

0.5 1.5

1

0
召

4.5

10

16

1

一1一

48.5

47

45.5

22 116.5、7.5

34.58.5;2 　

2919・52

23.567

備 考

禮 温38.。1C悪 寒 ア リ

骨豊温37.。8C

膿 温37.e2C

艦 温37.。8C

第11例 、患者、一24歳 短音 ニシテ、少数 ノ曝者 ヲ・聴取 ス。

初診 昭和8年6月30日 検 擁 立氏4號

入院"8月24日 経 過:登 熱金 々著 シクナ リ、其 ノ動揺甚 シ久

病 歴:一6月 牛頃 ヨ リ鼻出血度 々 アリ、時 二塗 波状 テ呈 ス。時 二悪寒 テ件 フ。 入院約2週 後 ヨ

熱 ヲ見 ル、・_._.時軽 快 セルモ、7月 始 メ頃 ヨリ再 リ左 側胸痛劇 シ久 乾性 肋膜 炎 ヲ惹起 ス、全身

ビ登熟 アリ、咳漱、喀疾等之 二加 ハル。喀血数 ノ倦 怠感、胸 内苦 悶感等 日一日二著 シ。右胸部

同 アリ、全 身 ノ倦 怠感著 シク、食慾不良 ナ リト、 所見増悪 シ、右 上胸部 全般 二五 リテ張 キ浸潤 テ

登熟 ハ38。C内 外 ニ シテ、 弛張 ス。最近、左耳 呈 シ、多数 ノ曜音 テ1聴取 ス。而 シテi途二八南側

ノ難聴、惨痛、膿性分泌物 ノ排 出 テ見ル。 胸部一面 二多数 ノ曜音 ヲi聴ススル ニ至 ル、11月

入院常 日所見:一 艘 温37.06C、 脈 搏9011日 死 亡 ス。

艦橋、榮養共 二中等、顔面蒼 白ナ リ。右肺尖部 入院 日数80日

毒 攣 性 願 粒

月 日

9.13

9.27

10。2

10.14

毒攣性顎杖

1 川 皿

B E

中性嗜好白血球

15

27

16

42

P

31二 〇.5;1.5}3

Il-

1

1}n.5

4

0.51

一}1

2}3

了眺

MjJ lSts
29,

旨i

L:Monl備 考

一34 .頭i2市

25.5134。5125.51

43'14.512.51骨 豊温39.oC悪 寒 ア リ

艦 温38.。2C

可 励 、2.5　g一,

81禮 温39・ 。2C

以 上肺結 核患者26名 二就 キ テ ノ経過 テ 追 ヒテ

ノ観察 ノ結果 二依 レバ、毒攣 性穎粒 ノ出現 ハ、

一般 二疾病 ノ進行 二件 ヒテ著 シク
、其 ノ軽快 二

赴 クニ随 ヒテ輕 度 トナル テ認 メタ リ。

而 シテ肺結核患者 二於 イテ、死 ノ轄蹄 テ トリタ

ルモ ノへ 軽快 セルモ ノニ比 シ、一般 三當初 ヨ

リ春慶性穎粒 ノ出現 強度 ナルモ ノ多 キモ、其 ノ

強度 ノ出現 ハ必 ラズ シモ不良 ナル豫 後 ヲ示 スモ
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ノニ非ズ、軽快 セル例 二於 イテモ、Z其 ノ當

初 二於 イテハ、相 當強度 ノ出現 テ呈 スルモ ノテ

認 メタ リ。

第=1疾 病 各期 二於 ケル毒攣性穎粒 ノ出現率

肺結核 ヲ其 ノ病竃櫨大 ノ程度 二依 りテ分類 シ、

以 テ春慶性穎粒 ノ出現傘 テ観察 セ ント試 ミタル

モ ノー シテ、便宜上、Gerhardt-Truban氏 ノ

分類法 二依 リ、第1期 、 第 皿期、第 皿期 二分 チ

テ考察 セ リ.本 分類 ハ劃然 タルモ ノ二八非ザ レ

第2表

ド、V線 像拉 二臨躰的所見 ラ参考 トシテ、愼重

二観察 シテ行 ヘル モノナ レバ、著 シキ誤謬無 キ

モ ノ ト信 ズルモ ノナ リn

I,肺 結 核第1期

患者 、14名 二就 キテ観察 セ リ、第二表 二示 ス ガ

如 ク一般 二審攣性穎粒 ノ出現輕度 一シテ、全 ク

正常 ノ域 ニ アルモ ノ多 シ。然 レ ドモ 第8例 米

澤、第9例 上原、第111例 竹 波 二於 ケル が 如 ク

梢 雨量度 ノ出現 テ見 ルモ ノアリ。 是等 ノ3患 者

肺結核第1期 二於ケル毒攣性顧粒

番號1患者…略 奪讐BE
『

勲 一118♀61-13.5

2}一2・ ♀61・.55

31-2・ ♀3}一5

418♀16}22・5

530♀214・5

6]一
一}26♀ 一[一

4}一

7-120♀36110.518

817♀4220・5}・ ・5

0.59♀146342030

中 性 嗜 好 白 血 球

10■i22

11一 「23

♂1Sl一

12-156 、
・31-26i♀ 画 一

14一[221♀illi一

♂ 巳2i一

合3

[P}M IJ
O.5

1 3

4

0.5}2
15

11.5

一1

St

「ぢ1ち

8

14.5

22

24

3.5

21.5

8

18.5

5

8

12

14

n

一

〇

…3

ML

π
一8一4

一渉

S

17
[
ゼ
召

47.5'34.514.5

41.5130 9

28398.5

44・5119 8

58132・5[6

3`'.5137.5t6

37485

31。5139.5

5530

6

6

453ピ6

6.536.5i42.5

3641 9
0

6.r.75532.513.5

二於 イテモ、病竃 八極 メテ軽微 ニ シテ、登熟 モ

37.。5Cテ 越 エズ何等 ノ患者 ト異 ナル所 テ見 ズ、

或 ハ ヵ ・ル強度 ノ春慶性穎粒 ノ出現 ハ、刺戟 二

封 スル強 キ反慮、即 チ、結核感染 二封 スル特異

ナル感受性 二蹄 セラルベ キモ ノナランカ。

第3表

皿、 肺結核 第 皿期

患者11名 二就 キテ観察 セリ、第3表 二示 スガ如

ク、壷漿 性穎粒 ノ出現 前者 二比 シテ一般 二強度

トナ レルモ、未 グ著 シカ ラズ。其 ノ第 四度 二達

セルモ ノ・出現数極 メテ少数 ナ リ。

肺結核第二期二於ケル毒墾性顧粒

番號;患 者:年 齢

1}

301

0
召

3

性1

一

♂ 一一

1垂 髪性瓢粒 …

IB
lIl副 酬

18;一 一1一

9Fio.5

中 性 嗜 好 白 血 球

4

5

6

至
32

25

33

16

⊥
含
♂

♂

舎

エ
23

15

37

29

10i2

3ト

132

6 1

1

E 　

PMl」:St

1一 二'一17

0
μ

5.5

6.5

1.5

3。5

1

6.5

0.51

0.5

14

31.5

21.5

26

15

S

5S.5

LMon

48

34.5

42

26

39

ゴ2

0
回

24

23

30

36

1二5

3.5

4

6

9

6
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学一一　
81-
9■
10一一五「
一

2プ.♂

28

22

28

♂

♀

舎

15

20

30

21

24

.♀112

2一

15

0
紺

6

1216

1

0
ヨ

ρ0

1

9.5

1

0
θ

3.5

1i一

一1一

.)L7

._)v

28.5

29.5

9.5

8

33

33.5

39

65.5

54

16..719

24

1,5

23

29

13

7

6

皿、 肺結核 第 皿期

患者24名 二就 キテ観察 セ リ。第4表 二 示 スガ

如 ク、毒.髪性頼粒 ノ出現前者 二比 シ甚 グ著 シク

ナ レリ。第1例 、ZF尾 ハ急性滲出型 二屡 シ、急

激 二死 ノ轄 錦 テ トリタルモ ノー シテ、極 メ テ強

度 ノ毒攣性穎粒 ノ 出現 ヲ 見 タ リ。 第6例 、山

路、第7例 、厚 田、第8例 、佐竹、第11例 、是

永、第15例 、有 田 二於 イテハ、何 レモ、慢性硬

化性病型 二属 スベ キモ ノニ シテ、毒攣 性穎粒 ノ

出現他 二比 シ軽 度 ナ リ。

:第4表 ・肺結核:第3期 二於ケル毒攣性頴粒

　

番號憾 者
・ 垂髪性願粒

早齢 性:B

lIH皿

E

中 性 嗜 好 白 血 球

PMIJISts

LMon

-

一
。
二

3

一
4

芳

一
6

一
7

一
8

㎜
9

一
10

一
11

一
12

}
13

■
■
■
■
■
■
■

20

21

23

30

♂110112

♂

・♀!27

32}35
29

一♀ ・30119

21♂2別8

40i舎

48i♂

一1291舎

■
■
■
i
■

124:♂

15.♂

13}一

3013
266

271

4122

261一 ♀一1271一
ト

　

321一 ♀・i3610

26

141一 ・

15-24
　

161一

17

一
18

一
19

一
20

一
21

O
d
の
召

9ゆ
0
囮

■
■
■
■
■
■
■

iTl64 22
241♂;3215

♂i153

17;♂110

191♂3832

24

、
、
の

劃

一

り
0
0
召

♂i27・10

407♀

231

161・ ♀

264

30110

37 ♀ β8 S

21

241-123

♂

一♀

24 16

42, 26

78

25

26

6

4

14.5

13

14

10

89

30

8

》
)

4

0
召

4

23

0.5

1

0.5

1

1

4

1

μ0

3

1

15.5

70

7.5

6

9
U

4.5

0ゆ

2.5

31

1.5

0..5

1

6.5

0.5一

0
ヨ

0
4

2.5

の
ヨ

0.5

4

5.5

4

3.r

2

6.5

FO

3

4

3.5

1.3

8.5

3

の
召

≡H
_123

5●03

561

戸0●
の
」
0
劃

11

3

1

0
召

β0

1i48・5

一145

45i17.5

30.5

23.5

8.5

20.5

7.5

一1引35.5

ヨ コ48.5
}20.5

　
一1-134.5

一 一162 .5

一 〇.5137

48

1.53 29

20

一i一!21 .5
1

28

0.52.5

1一

0.5 4.5.

51

35。5

35.5

13

0.52.5.53.5

一 一.4`' .5

　 ッ

0.5i38.o

_146 .5

6

)
)
`

9

30.5

22

48

30`

4.5

10

20 6

16.5

19

21

7。 ろ

6

11

19..59.5i8.5
33.515.5

21

53

17

9

51・5}19

4221.5

9.5

7.b

4

「0

6.5

51 6 8

17.5i17

41・5]4

36113.5

6.5

4

4

44

25.5

32.5噛4.5

14n.5

17.5

32

25

115.5

2016

4.5

1.5

9.5

以上、肺結核各期 二於 ケル、毒攣性穎粒 ノ出現

率 ラ観 察 セル結果 ハ、該穎粒 ノ出現 ハ、___.般二

第1期 二於 イテ八極 メテ輕微 ニ シテ、病竃 ノ旗

大 スルニ件 ヒテ増大 シ、第 四期 二於 イテ八相當

著 明 ノ出 現 テ見 ルモ ノアリ。然 レドモ斯 バー般

的 ノ謂 ヒー シテ、常 二病期 二不行 スルモ ノニ非

ズ、初期 二於 イテモ強度 ノ出現 ラ見 ル事 ア リ、

又第 刑期 二於 イテモ、慢 性硬 化性病型 二於 イテ

ハ、其 ノ出現極 メテ輕微 ニ シテ、殆 ン ド正常 二

近 キモ ノアリ。余 ハ是等 ラ結核感染 二封 スル、
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個人 ノ感受性 ノ相 異 二蹄 セン トス。

第三、結核性拶膜炎 ヲ併護 セル例 二就 イテ

J毒 墾性穎粒 ノ観察

結核性磯膜 炎 テ併 嚢 セル患者3例 二就 キテ、毒

攣性頼粒 ノ観察 ヲ'行ヘ リ、不 幸 ニ シテ、其 ノ結

核性磯膜 炎 ノ登病前 二於 ケル経:過中二於 イテ、

血液像 ノ観 察 テ行 ヒタル モノナ ク、何 レモ、結

核性磯膜炎獲生後 二於 イテ ノミ観察 セルモ ノナ

リ。

第一例、患者33歳

初 診、昭和8年12月4日

入院 〃"・

病歴:一 激年来 、肺 尖加 答児 ラ患 フ

数 日前 ヨ リ叢熱、咳漱等 ア リ、一昨 日ヨ リ劇 シキ

頭痛、嘔吐拉:二項蔀張 直 二拶 ム、時 二悪寒 ア リn

毒 攣 性

入院 當 日所 見:罷 温38.02C、 脈 搏:7壬

膿 格中等、榮養 不良、顔面潮紅 ス、意識 明瞭 ナ

リ,項 部 張直(冊)左 上胸部短音 ニ シテ、曝者 テ

i聴取 ス、 腱反射先進 ス。Kernig氏 現 象(十)

Babinski氏 現 象(十)

検 疫 が氏7號

腰椎穿刺成績

歴、370、 水様透 明、淋 巴球増多 ア リ。

結核菌、(一)

経 過:一 一意識漸次不明瞭 トナル、頭痛 八極 メテ

頑 固 ニシテ、軽快 セズ、腰椎穿刺 テ度 々行 ヒタ

ル モ、結核 菌 ハ説 明 セズ。項部 強直金 々甚 シク
も

瞳孔 ノ散大 テ來 ス。左胸部所見 モ増悪 セ リ、逡

二1.月18日 死 亡 ス。

入院 日数14日

顧 粒

月 日

毒攣性顎紐

12.5

12.11

12.1ろ

Il∬ 皿
ト

15

B

20

8

1

E
中性嗜好白血球

P

3.5

0
ヨ

　M

IJiStS

n123 .r.736.5

31.539

0.5 37.5 40.5

L IMolll備}

一一」,_.

303.5骨 豊温38.`C

考

25.5

18.ろ

4

1

骨豊温36.。8C

膿 温38.。2C死 亡3日 前

第2例 、患者.一23歳

初診、昭和8年8月27日
●

入院"""

病 歴:一 致 ケ月前 ヨリ肺尖加答児拉 二脊髄 「カ

リエス」一テ某 醤 ノ下 ニ テ治療 中 ナ リ。約1週

間前 ヨリ毅熱 アリ、39.。C二 達 ス、頭痛極 メテ

強度 ニシテ、嘔氣 ア リ、咳嚇輕 登 ス。

入院常 日所 見:一 禮:温38.02C、 脈 搏:70

艦 橋 、榮蓬莱 二不良、意識稚 く朦朧 タリ、項部

張 直 アリ、右肺尖部短・音 ニシテ、呼吸 ノ延長 ア

リ.左 背下部輕 キ濁音 ラ呈 シ、呼吸音弱、腱 反

射先進 ス、Kernig氏 現 象、Babinski氏 現 象共

毒 攣 性

二陰性。

検疫、陰性

腰 椎穿刺 成績

歴、350、 水様透 明1淋 巴球」曾多 ア リ、

結核菌、陰性

経過:一 登熱 不定 ニ シテ,悪 寒 ヲ件 フ、項部張

直盆 丸箸 シクナル、意識全 ク消失 シ、昏 睡状態

二陥 ル。Kernig氏 現 象陽性 トナル。胸部所 見

・・攣化 ナ シ、脳脊髄液 中結核 菌 ラ説 明 セズ、9

月4日 遂 二死亡 ス。

入院 日数8日

願 粒

月 日

8.26

9.2

毒攣性顧粒
　 　

1…H}皿

B E

1三H一 ≡1

中性嗜好白血球

PIMJ(StS
1.5

2.5

L

ま5111ill諜

IM
oni備

一一」
5ド 儒 学盈37.c8C

考

4.5}膣 温38.。8C死 亡 前 々日
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第3例 、患者、28歳

初 診、昭和8年1月21日

入 院"2月1日

病歴:一 昭和3年9月 肺結核 ニ カ ・ルモ、其 ノ

後 殆 ン ド全治、 昨年12月 始 メ頃 ヨリ登熟、咳

漱 アリ、肺尖加答 見 トシテ醤治 テウケツ ・アル

モ、諸 症軽快 二向 ハズ、逡 二當院 二入院 ス、高

度 ノ炎熱持綾 シ、咳漱甚 シ、喀血数回 ア リ。3

月 終 リ頃 ヨリ強度 ノ頭痛 ラ訴 へ、嘔 吐 ア リ、時

二意識 ノ潤濁 ヲ見
、尿 ノ失禁 アリ、腰椎穿刺 二

依 リ結核性拶膜炎 ト確定 サル。

登病時所 見:一 膿温38.5C、 脈 搏100

毒 攣 性

艦格不良、著 シク嘉 慶 ス。 意識 朦朧 タリ。項部

強直(・H・)、右上胸部輕 キ濁 音 テ呈 シ、曝者 テ蕪

取 ス。腱 反射 先進 シ、Kernig氏 現 象Babinski

氏 現 象陽性。

検疫 が氏2號

腰椎穿 刺成績

歴、300、 水 様透明、淋 巴球檜 多 ア リ。

結 核菌、陽 性

経過:一 諾症頓 二悪化 シ1磯 病後撒 日ニ シテ死

亡 セ リ。

入院 日数65日

願 枕

刀 日華 性罫BIE」 一蝿 好白血毬 ・L認 備 考
1∬ 皿:PM」 ・St、si;;

　 　

4.2}13-1-iO.51一 ・q.5一 ・一39.54011512.51禮 温38.。2C死 亡4日 前

以 上3例 テ通 ジテ結核性磯膜 炎 テ併登 セル例 二

於 イテノ・、何 レモ毒性頼粒 ノ出現極 メデ輕微 ニ

シテ、殆 ン ド正 常 ノ域 ニア リ、結核性磯膜 炎二

於 イテ、斯 クノ如 ク疾病重 篤 ナルニ拘 ラズ、毒

攣 性頼粒 ノ出現 テ見ル事 少 ナキハ、 既二諸家 二

依 リテ報 告 セラ レタル所 ニ シテ、之 が原因 二關

シテMommsen氏 ・・、結核性拶膜 炎 二於 イテ

ノ・磯膜 ヨ リ叢 生 スル毒 素 が中福利輕:二 及 ビ、 白

血球 ノ防衛作用 ト見 ラル ・病 的穎粒 ノ形成 テ抑

制 スルモ ノナ ラン ト述べ タ リ.林 氏 ハ又、結核

性磯膜 炎 二於 イテハ、炎 症面 ノ廣 サ 比較 的狭

久 且 ツ感染 毒素 ノ血液 二及 ボス影響大 ナラザ

ル間 二死 亡 スルが故 二低 率 ナルモ ノナラ ン ト考

察 セリ。Naegeli氏 ノ所説 タル、間板 二親和性

ラ有 スル毒素ハ血液 細胞 二障碍 ラ及 ボ シテ、其

ノ攣 化 テ招来 スルモ、外 胚葉 二封 シ親和性 ラ有

スル病原 膿 ノ多 ク・・、重 篤 ナル病攣 テ惹起 セル

場 合 ト難 モ血液 細胞 二髪 化 テ及 ボサズ、 トナ セ

ル設 モー一考 テ要 系ル所 ナ リ。

余 ノ観察 ノ結果 二依 レバ、結核性脳膜 炎テ併獲

セザル他 ノ例 二於 イテノ・、既 二相當張度 ノ毒憂

性頼粒 ノ出現 ラ認 メ得 ル程度 ノ胸部所 見 ノ存在

スル例 二於 イテ、該穎粒 ノ出現、殆 ン ド正常 二

近 キモ ノテ見得 ルテ以 テ、Mommsen氏 ノ読 ノ

如 久 毒素 ノ作用 二依 リ、中 福性 二該穎粒 ノ形
り

成能 力 ノ庶癖 テ來 セルモ ノナ ランカ ト、考察 ス

ルモ ノナ リ。

第4毒 攣性穎 粒 ノ消長 ト核移動 トノ關係

核移動 ノ観察 ガ、肺結核 ノ診断拉 二豫後 ノ制定

上、有力 ナル材料 タル八筋 二周知 ノ事實 ニシテ、

一般 二疾 病 ノ進 行 二準行 シテ
、増長 スルモ ノナ

リトサ レタリ。

而 シテ之 ト毒攣性穎粒 ノ消長 トノ関係 二就 キテ

ハ、人 二依 リテ其 ノ読 ラ異 ニ シ、或者 ハ之 ト不

行 スルモ ノナ リ トシ、或者 ハ全 ク無関係 ナ リト

スo

余 ハ之 ラ大量観察 ノ統計法 二依 リ、統計数學的

二、両者 ノ間 二塁 シテ相關関係 ノ存 スルヤヲ確

定 セ ン ト試 ミタ リ。

而 シテ、核 移動 ノ強度 テ表 ハ ス3・Schilling

氏 ノ核 移動係数:KernverschiebungsIndexラ

St十J十M 二依 リテ算 出 セル数字 テ用 ヒ
、K.1=S

以 テ其 ノ度 盛 トセ リ。 例 ヘ バJ=Y、St=24
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S-5・ ナ レ2XK.1-]耕 一 ・.5ナ リ.

毒攣 性頼粒 ノ強度 テ表 ハ スニハ、各 百分比 二表

ハ レタル撒 字 ヨリ、2.1=1』 、3・1=1.M二 依 リ

テ、総 テ1二 換 算 シタル数 字 テ以 テ 表 ハ シ タ

リ、例 ヘ バ、1=20、ll=8、 皿=5ナ レバ、毒攣

性穎粒 ノ強度 ハ、20十2×8十3×5=51ナ リ。

検 査 材料 トシテハ、前記 各例 二於 ケル材料 ヲ基

礎 トシタルモ ノニ シテ、本研究 二當 リテ除外 セ

ノレ修1り次 ノ女ロシ。

])死 亡直前 ノモ ノ

2)他 ノ合併症 アルモ ノ

3)核 移動係撒4.0以 上 ノモ ノ

ー{)毒攣性穎粒 ノ出現240以 上 ノモ ノ

以上 ヲ除 キ テハ悉 ク取捨選揮 スル事 ナ ク採用 セ

リ。

第 ・5表ハ検査縮撒122例 二就 イテ ノ、核 移動拉

二毒攣性穎粒 ノ相 關表 ニ シテ、 之 二依 リテ統計

数學 二依 リテ計算 スル ニ

・毒攣 性穎粒 ノ李均、M(。)=54・1,S

毒 攣 性穎粒 二於 ケル標準偏差

1(D
σ(・)=N・v/tt`1・i3

核 移動 ノ李均M(y)=1.04

核 移 動 二於 ケ灘 偏差 σω 一署 謹 面

而 シテ公式 、P一 謡fikξiηk二 依 リ、

P-0・ 餐1055・89

P ニ ヨ リテ、 オ目關係婁交rテ又 公式、r= σ
(x)σ(y)

求 ム レバ、r=O.19ラ 得 。

相關係撒 ハ其 ノ絶封値0.5ヨ リ大 ナ レバ、確 實

ナル相關關係成立 セルモ ノナ リ ト見倣 サ レ、若

シ0.3ヨ リ小 ナ レバ、殆 ン ド相 關關係 ナ シトサ

ル。本例 二於 イテハ、r〈0.3一 シテ、核 移動

拉 二毒攣性穎粒 雨者 ノ間 二、殆 ン ド相 關關係成

立 セザル事明 カ トナ レリ。

核 移動拉 二毒攣性穎粒 ノ出現 ハ共 ニ ヨク疾病 ノ

経過 二殆 ン ド李行 シテ消長 テ來 スニ拘 ラズ、雨

者 ノ間 二相 關關係 ノ成立 セザ ルハ、一面矛盾 ア

ルガ如 キモ、斯 ハ、]、 毒攣 性穎粒 ノ出現 ハ各

個人 二依 リテ著 シキ相 異 アリ、或者 ニ アリテハ、

疾病 ノ極 メテ輕微 ナルニ拘 ラズ、 強度 ノ出現 テ

見、或者 ニ アリテハ疾病 ノ重篤 ナル ニ拘 ラズ、

輕度 ノ出現 テ見 ル事厘 ミナル ト、2、 毒漫 性穎

粒 ノ出現 ハ、一般 二核 移動 一 比 シ テ鋭敏 ナラ

ズ、其 ノ攣化 ハ核 移動 二稽 ≧邊 レテ出現 スルガ

タメニ因 ルモ ノナ ラ ン。

第二節動物實験

第一 實瞼方法

實験 ニハ総 テ健康 ナル海猿 テ使 用 シ、1%結 核

菌、生菌浮游液約2cρ テ海狽腹腔 内 二注射 シ、

結核 二罹患 セ シメ、劃期 的 二其 ノ血液 ヲ探取 シ、

以 テ毒攣性穎粒 ノ出現 テ観察 セ リ。

採血 ハ総 テ耳朶穿刺 二依 レリ。

第二、健康海瞑 二於 ケル毒 性穎粒

健康 海猿10頭 二就 キテ、其 ノ毒攣 性穎粒 ノ出現

テ観察 セリ、其 ノ結果 ハ第6表 二示 スガ如 ク、

健康海狽 二於 イテモ、核顯 粒 ノ出現全 ク羅無 二

非 ザ レド、其 ノ出現数極 メテ輕微 ニ シテ 〇-8%

ノ間 ニ ア リ。

第6表 健康海狸 二於ケルレ毒攣性願粒

番號
毒難 願粒l

III皿

1'ニ ー

τ
下
τ
下

厚

。

3

白血球百分比

B厄

6T

T

8

9

τ

0
囮

8

5

3

砺
砺

1

砺
茄

3.5
一了

NL

20

五
酉.5

漏

1i煽 障デ

下

砺
砺

冨
可
τ
万
2冨

2.5

0
召
リ
リ

薦
万
82.5

万
召漏

薦

漏
4

栃
騰
万
7

2

砺
砺
了

17.5!7514.5

第三、結核海狸二於ケル毒攣性穎粒

前述 ノ如 久 結核菌接種二依 リテ、結核 二罹患セ

シメタル海狸5頭 二就 キテ、其 ノ病勢進行 シテ
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死亡二至ル迄、長期観察 シテ、以テ毒攣 性穎粒 ノ浦長二就キテ研究 セリ。
ニ

第1例 ♂ 結核薗接種 昭和8年(S月28日

刀 日
毒 攣 性 顧 粒

・lIII

3

皿

6.20

6.25

7.1 4

7.1⑰ 6

7.1410

.8・212

8.1120 の
4

8.22 4 一

8.30 4 一

9.4 5 一1
上

9.12 8 _ll

白 血 球 百 分 比

B

0.5

1

り
ρ

0.5

E

1.5

2

1

2

N

15

20.5

33

39.5

58.5

62

57.5

L Mon
備 考

79 5

74.52.5

64

56.5

38

30.5

36

一一15043 .5

22.548.539

-'65040

2-54。5137.5

♂ 結 核 薗 接 種 昭 和8年6月28日

0
召

4

2.5

3.5

6

5,5

結核薗
} 接種前

第2例

8

4i

6i死 亡9月5日

月 日
毒 攣 性 願 粒i 白 血 球 百 分 比 1

備 考

1 1司 皿 B lENiL Mon

6・20i-i-1-!一;3 20 72.5 4.5結 核 菌

6.25 13 一 一 ・.5…2.5 15 77.5
西}接 種前

7.1 『 一 　一 1.5 7.5 16.5 72.5 2

7.41一 一 一 一14 36.5 53.5 6…

7.10 4 一 } 一i3 24.5 65.5
1

711

7.14 2 一 一
一

一1一
『

34 62.5 3.51 1
8.2 13 一 一 一 一 46.51451 7.51
8・1118 一 一 一 『 一 69.5 24

一
6.5

9.56 一 一 0.5 一
一

59.5 33.5 6.5 '

9.2013 一
」1_1_ _}69一 25

1
6i死 亡9月25日

第3例 ♂ 結核薗接種 昭和8年6月28日

月 日

Il

毒 攣 性 願 粒 白 血 球 百 分 比:
　

1備 考
1

1[豆1皿
・1 B lElNlLIM㎝

6.20 一 一 一10
.5 4 15.5 75 5 結核菌

} 接種前6.25 2 一 }
「 一 3.5 24 68 4.5

7.1 3 『 一 1 0.5 1S.5 78.5 1.5

7.4 一 一1一 一 6

　一}

22.5 68 3.5

7.10 6 _1_

1
0.5 2.5 30.5 64.5

　

2

7.14 4 _1 一 一 4 48 47 1

}r- 一 一

8.2 5 一_ 一 .2 58.5 33.5 6

8.15 1 _1_ 一 一 59.5 36 4.5

一　

9.8 一 一 一 一 『 50 40.5 9.5

9.20 2 一1一 一 5

　

47.5 39.5 8

10.1 2 一1-一 0.5 1 53.5 38.5 6.5 死亡10月5日
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第4例 含 結核菌接種 昭和8年6月28日

月 日

毒 攣 性 顧 粒 白 血 球 百 分 比

1 ll 皿 B E N LlM・n

備 考

6・2012 一 一 一 一 21 76.5 2.5 結核菌

6.25
1
一 一 一 一 2 18.5 73 6.5 }掘 前

7.1 1 一 一 一 一 26 72.5 1.5

7.4 2 一 一 一 層 1 34.5 60 4.5

7.10 一 一 一 一 一 一 39 55.5 5.5

7.14 一 一 一 1 1 45 49.5 3.5

8.2}5
!

一 一 一 一 48.5 45.5 6

8.11 8 一 一 0.5 1.5160 37 1

8.22 4 一 一 一 1155.5 39 4.5 死亡8月25日

第5例 ♀ 結核菌接種II召 和8年8月25日
ρ

月 日

毒 攣 性 顧 粒 白 血 球 百 分 比

1 ∬ 皿 B E N L Mon

備 考

8・151-一 一 一 1 ゴ0.5 76.5 2

4

結核薗『
8.201-,一 一 0.5 2 23 70.5 }礪 前
8・30-1一 一 一 一 16 39.5 41.5 3

9・4121一 一 一 10.5 36.5 47.5 4.5

9・12i14i一 一 2 11 31 53.5 2.5

9.26141一 一 一 12.5 38.5 43 6

10,148 一 一 1 17 44 34 4

1(,.281_ 一 一 ・一 2.5 45.5 48.5 3.5 死亡10月30日
一

以上5例 二於 ケル余 ノ實験 成績 二依 レバ、海瞑

二於 イテへ 其 ノ結核 感染 二依 リテ著 シキ毒攣

性穎粒 ノ出現 ヲ見 ル事能 ハズ、而 モ其 ノ出現 タ

ルヤ極 メテ不定 ニ シテ、疾病経過 二封 スルー定

ノ關係 ラ見出ス事能 ハザ リキ。 即 チ、余 ノ實験

的研究 ノ結果 ハ所 定 ノ目的 テ達 スル事能 ハズ シ

テ、不 成績 二終 リタ リ ト謂 フベ キナ リ。 サ レド

實瞼 ノ例 撒僅少 ニ シテ、叉實験 ノ不備 ノ鮎 モ多

々 アラン ト思 ヘバ、爾後 爾多数 ノ實験例 ラ得 テ

正確 ナル結論 ラ下 サ ン トスルモ ノナ リ。

第六章 肺結核二於ケル毒饗性穎粒ル診断的虹呂豫後的意義

以 上余 ノ観 察 二基 ヅケバ、毒攣性穎粒 ノ出現 ハ、

肺結核 二於 イテハ、殆 ン ド総 テ ノ例 二於 イテ見

ラ レ、其 ノ症 ノ進 行 二件 ヒテ著 シキ テ見 ルモ、

其 ノ初期 二於 イテハ極 メテ輕微 ニ シテ、全 ク正

常 ノ域 ニアルモ ノモ多 シ、 サ レバ肺結核 ノ早期

診 断 二當 リテ、本穎粒 ノ観察 ガ常 二債値 アルモ

ノニ非ズ、殊 二Freyfeld氏 ノ述 ブル ガ如 ク、

潜伏結核 ノ診断 二封 シテ、重大 ナル意義 テ有 ス

ルモ ノナ リトハ思 ハ レズ唯其 ノ診断 ノー補助 ト

シテ、時 二其 ノ側 直テ認 メ得 ル程度 ノモ ノナ リ。

毒攣性穎粒 ノ観 察 ノ最 モ意義 アルハ、其 ノ肺炎

トノ鑑別診 断、特 二肺炎球 菌 二依 ル、肺炎性浸

潤 ト、滲 出性肺結核 トノ鑑 別診 断上 ノ慮 用ニ シ

テ、此 ノ雨者 ノ鑑別 ハ、臨林的 ニハ極 メテ困難

ナル場合 アリ、往 々ニ シ テ誤診 テ 來 スモ ノナ

リ.而 シテ此 ノ際、血液検査 二依 ル毒漿 性穎粒

ノ観察 ハ、其 ノ診断 ノ確定 二重大 ナル慣値 ラ有

スルモ ノナ リ。即 チ肺 炎 二於 イテハ、毒攣性穎
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粒 ノ出現極 メテ著 明 ニ シテ、結核 二於 ケル ヨ リ

ハ遙 カニ高度 ナ レバ ナ リ。

一次 二肺炎 二於 ケル症例1、2テ 示 シテ、之 が参考

二供 セ ン。

,第1{　り 患者43歳

初診 昭和9年2月5日

・昭和9年1月26日 悪 寒 ト共 二褒熱
、4り℃ 二達

毒 攣 性

ス。咳漱 、喀疾 ア リ。 粥腹 ノ左側胸痛 ヲ訴 フ、

呼吸困難 アリ。

左側上胸部濁音 テ呈 シ、気管枝呼吸音、嚥音 テ

聴取 ス。

登病後第10日 目二解熱 ス、約1ケ 月 ニ シテ、全

治退院 セ リ。

診断:一 左上葉肺 炎。

顎 紐

病 日

8

10

15

毒 攣 性 顧 粒

1∬ 皿

一2278

B

15

4

85

96 0.5

E

0.5

中 性 嗜 好 白 血 球

PμJiStlS

5.5

3

1

L

24235∫5一 一13一

52.53.5
　

0.7「28

26

42.5

14.5

20.5

lMon

0
ヨ

備 考

1.5 解 熱

6.5i

'第2例 患者29歳

初 診 昭和8年12月5日

昭和8年12月2日 ヨリe悪 寒、 高熱 アリ、 頭

・痛、右胸痛激 シ、咳1軟、喀疾 ア リ。

毒 攣 性

右下胸部濁音 テ呈 シ、呼吸音粗 ニ シテ、曜音 ア

リ。

登病第9日 目二死 亡 ス。

診断 右 下葉肺 炎

顎 杖

病 日
毒 憂 性 顧 粒

1皿
一一f≦「

5

皿

4

一
6

88

95

B E
中 性 嗜 好 白 血 球

P!M
3・う1

6.510.5

JStlS
2.545.532.5

L

1.ろ50.5129。5

12

8

Mon 備 考

4

3,5曉 亡3日 前

豫後的 ニハ、一般 二活動性肺結核 ニア リテハ、

春慶性穎粒 ノ出現彊度 ニ シテ、非活動性肺結核

二於1テ ハ、輕度 ナ リ。又病竃 ノ軽微 ナルモ ノニ

.於 イテハ、其 ノ出現度低 ク、病竃籏 大 シ、症状

重篤 二階 ルニ從 ヒテ其 ノ度 ヲ増 ス。故 二疾病経

、過中二於 イテ、其 ノ春慶性穎粒 ノ出現軽微 トナ

ルハ、良好 ナル徴 ニ シテ、之 二反 シ、其 ノ著 明

二赴 ムクノ・、不良 ナル徴 ナ リ.然 レ ドモ前述 ノ

如 ク、春慶 性穎粒 ノ出現 ハ、各個人 ノ病毒 二封

スル感受 性 二依 リテモ著 シキ差 異 ア リ、疾病 ノ

軽微 ナルモ ノニ於 イテモ、高度 ノ出現 テ見、叉

重篤 ナルモ ノニ於 イテモ、輕度 ノ出現 子見ルモ

ノナ レバ、 必 ラズシモ毒攣性穎粒 ノ状態 ノミニ

依 リテ、豫後 ノ断 定 ラ下 サルベ キモ ノニ非 ズ、

尚又、頼粒 ノ春慶'i∠陵 化 ハ、他 ノ臨休的症状 ノ

攣 化 二先 ン ジテ現 ハル ・モ ノニ非 ズ、多 グノ場

合 、後者 二随伴 シ、最 モ早期 二現 ハル ・場合 二

於 イテモ、之 ト同時 二出現 スル程度 二止 マ レバ、

其豫後 判定 上 ノ償値 ハ著 シク低 下 スルモ ノナ リ

ト言胃フベ:キナ リ。

第七章 毒攣性穎粒 ノ本態s就 イテ

以上縷述 シ來 リシ、 中性嗜好白血球原形質 中二

現 ハル ・所謂春慶性穎粒 ノ本態 二就 イテハ、未

グ諸説:テ鋏 グモ ノニ シテ、Alder拉 二Nae一

geli氏 等 ・・始 メ本願粒 テ以 テ、細菌毒素 ノ造血

組織 二作用 シテ、 中性嗜好 白血球穎粒 ノ攣性、

或 ハ凝塊 二依 リテ生 ジタルモ ノナ リ トナ シ、古
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庄 氏 ハ實験的研究 ノ結 果 ヨ リ、該穎粒 ノ出現 ハ

決 シテ退行攣性産物 二非 ズ、生理的 二骨髄 中二

於 イテ認 メ ラル ・、中性嗜好 白血球 ノ幼弱型 ナ

リ トシテ、恰 モ生理 的状 態 二於 ケル骨髄 ノ常在

成分 タル、異型 骨髄 細胞拉 二骨髄 細胞 ガ、病 的

駄態 二於 イテ出現 スル ト同様 ナル關係 ニアルモ

ノ トシタ リ、而 シテ氏 ハ核 移動 二封 シ、穎粒推

移GranulaVerschiebungナ ル名稻1ラ附 シタ

リ。

Gloor氏 ・・カ ・ル毒攣 性穎粒 ノ出現 ・・、圭 トシ

テ局所的 炎症竈 ノ存在 ガ原因 一 シテ、而 モ其 ノ

張度 ハ當該 炎症竈 ノ面積 二比例 スルモ ノトシ、

寿攣性頼粒 ノ出現 ハ即 チ、生禮 ノ細菌傳 染 二封

スル防衛 トシテ、Kampfplatze二 於 イテ表 ・・レ

ル ・白血球 ノ漿i化 ナ リ ト述 べ、Naegeli,Turk

氏 等 モ、該頼粒 ノ出現 ハ造血臓器 タル骨髄 二於

イテ生 ズル ノミナ ラズ、 末梢血流 中二於 ケル、

炎症竈 二於 イテモ生成 サル ・モ ノ ナル ヲ認 メ

タ リ。

Mommsen氏 モ亦、該頼粒 ノ出現 ラ以 テ、生膿

ノ細菌感 染 二封 スル克服現象 ノー ナ リ トシテ、

其 ノ張度 ノ・生膿 ノ細菌感染 二封 スル、Abwehr-

kampfノ 度 合 二依 リテ、決定 サル ベ キモ ノナ

リトシタ リ。

而 シテ、最近 多撒 ノ學者 ハ是等 ノ毒攣 性穎粒 ラ

以 テ、病攣 ノ程度 テ示 スモ ノニ非 ズ シテ、生禮

ノAbwehrkampfテ 示 スモ ノナ リトノ論 二賛

同 シ、該頼粒 ノ出現 ハ、 白血球 ノ退行攣牲 的愛

化 二非 ズ、却 ツテ再 生的攣化 ノー ナ リト認 ムル

ニ至 レリ.

サ レ ド今 日爾、Schilling,Freyfeld氏 等 ノ諸氏

ハ毒髪 性穎粒 ハ白血球 ノ攣性的所産 ニ シテ、病

原禮、或 ハ青 素 ノ作用 二依 リテ起 ルモ ノナ リ ト

セリ。

毒憂性穎粒其 ノモ ノ ・生成 二就 イテノ・、Gloor

氏 ハ之 テ炎症竈 二於 ケル、分解産物 ノ食喰 二依

リ生 ズルモ ノナ ラ ン ト述 べ、其他Naegeli,

Tifrk,V.Seeman,Lucchiniu.Pontoni氏 等

モ亦、 貧喰 機輔 二因ルモ ノナ ラントシタ リ。特

二Bartha氏 ・・、 該穎粒 テ囁 取穎粒Speiche-

rungs-Granulationト 呼 ベ リ。

Mommsen氏 ハ反 之、該穎粒 ノ出現 ・・白血球原

形質 ノ膠 質化學 的攣 化 二基 ヅケル、其 ノ機轄 ノ

不明 ナル、一種 ノ生活機轄VitalVorg勘ge_

依 ル モ ノナ ラン トシタ リ.

最 近Hirschfeld拉 二Moldawskyノ 雨 氏!・、

毒攣 性穎粒 ノ本態 二就 キテ、極 メテ興味 アル報

告 テナ シタ リ。即 チ、氏等 ハ職業的 二放射線 ノ

作用 ラ受 ケ タル健康者、即 チ「レン トゲ ン」作業

二從事 スル、多撒 ノ人 々二就 イテ血液検査 テ行

ヒ、其 ノ殆 ン ド絡 テニ於 イテ、恰 モ肺 炎 ノ際 二

於 ケルガ如 キ、高度 ノ毒秘性頼粒'出 現 テ認 メ

タルモノニ シテ、此 ノ研 究 ノ結果 ヨリ、

1)、 毒攣 性穎粒 ノ成生 ニハ、 必 ラズ シモ細菌感

染 ノ存在 ヲ必要 トセズ。

2)、 是等 ノ被検者 ノ、総 テ健康者 ナルガ故 二、毒

攣 性穎粒 ノ出現 ハ、退行慶 性的機轄 二依 ルモノ

ナ リ トハ認 メラ レズ。

3)、 此 ノ場合 二於 ケル、毒攣 性穎粒 ノ出現 ハ、

放射 「工 子ルギー」ガ白血球成 生組織 二反庶的刺

草父トシテ働 ラキタルモ ノナラ ン。

4)、 是等 ノ観察 ノ結果 ヨ リ、細菌感染、或 ハ「レ

ン トゲ ン」等 ノ長期 ノ作用 ノ後現 ハル ・、中性嗜

好 白血球頼粒 ノ形態的拉 二色調 ノ攣 化ハ、毒墜

性、又 ハ病的 ノモ ノニ非 ズ、反慮的``Reaktiv,,

ト呼 ブガ至當 ナ ラン ト結論 セ リ。

余 ノ研 究 ハ僅 カニ肺結核 ノミニ限 ラレタル極 メ

テ狭域 ノ親 察 ナ レバ、勿論之 二依 リテ毒攣牲穎

粒 ノ本態等 二就 キテ論及 シ得 ベ キモ ノニ非 ザレ

ド、余 ガ少激 ノ臨見木的親察 ノ結果 ラ 以 テ ス レ

バ、 毒攣 性頼粒 ノ出現 ハ、白血球 ノ退行攣性的

攣 化 ノ結果 ヨリ生 ジタルモ ノナ リ トハ 思ハ レ

ズ、生罷 ノ病青 二封 スル防衛作 用 トシテ、白血

球 二表 ハ レタル再生的攣化 ノー ナラン ト思 ハル

ルモ ノナ リ。而 シテ其 ノ貧喰機轄 二因ル カ、或

ハ又白血球原形 質 内 ノ膠 質化 學的攣化 二基 ヅク

モ ノナルカバ、全 ク不 明 ニ シテ爾 今後 ノ研究 二

依 リテ明 カーセ ン トスルモ ノナ リ。
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第八章 総括、結論

以 上各項 二亙 リテ論述 シ來 リシ所 見 ラ総括結論

テ下 スニ、次 ノ如 シ。

1、 毒攣性穎粒 ノ出現 ・・、健康人 二於 イテモ絶

無 二非 ズ、往々 ニ シテ輕 度 ノ出現 テ見 ルモ ノナ

リ。

ll、 肺結核患者 二就 キテ、長期 其 ノ経 過 テ追 ヒ

テ毒攣1性穎粒 ノ親察 テ ナスニ、毒攣性頼粒 ノ出

現 ハ其 ノ病攣 ノ進行 二件 ナヒ張度 トナ リ、病攣

ノ輕快 スルニ從 ヒテ輕微 トナ ルヲ認 メタ リ。

皿、 肺結核 患者 二就 キテ、其 ノ疾病各期 二就 キ

テ毒憂性頼粒 ノ出現率 テ観察 スルニ、第1期 患

者 ニア リテハ輕 微ニ シテ、殆 ン ド正常 ノ域 ニア

ルモ ノ多 ク、第 π期、第 皿期 二至 ルニ随 ヒ、 盆

≧著 シキテ見 タ リ。 サ レ ド斯 ハ各個入 ノ感受 性

二依 リテモ著 シキ差異 ア リ、其 ノ初期 二於 イテ

モ、翫二著 シキ出現 テ見 ルモ ノア リ、又末期 二

届 スルモ ノニ ア リテモ、 極メテ輕微 ノ出現 テ見

ルモ ノア リ。

而 シテー般 二急性滲出性病型 二於 イテ著 シク、

慢性硬 化性病型 二於 イテハ輕微 ナ ル テ認 メタ

リ。

IV、 結核性拶 膜炎 テ併登 セル例 二於 イテハ症状

重篤 ナルニ拘 ラズ、其 ノ出現極 メテ輕微 ニ シテ、

殆 ン ド正 常 ノ域 ニアル テ認 メタ リ。

而 シテ之 ガ原因 二關 シテ、 余 ・・Mommsen氏

ノ詮 ノ如 ク、寿素 ノ中福帥経 二及 ボス作用 二依

リ、 中櫃性 二該頼粒 ノ形 成能 力 ノ麻癖 テ來 セル

モ ノナランカ ト、考察 スルモ ノナ リ。

V.,核 移 動 ト毒攣 性穎粒 トノ間 二、相關關係 ラ

認 ムル事倉巳ハザ リキ。

VI、 結核 海狽 二於 ケル、動物實験的研二究 二於 イ

テハ、病攣 ノ進行 ト毒愛 性頼粒 ノ出現 トー、一

定 ノ關係 テ認 ムル事能 ・・ザ リキ。

V皿、肺結核=於 ケル、毒攣 性穎粒 ノ診断的拉 二

豫後的償値 二就 イテハ、該穎粒 ノ観察 ラ以 テ、

潜在性結核 ノ診断 二資 スルハ、其 ノ償値少 ナ久

不可能 ノ場合多 シ、最 モ重 要ナル ハ、肺 炎 トノ

鑑 別診断 上 ノ磨 用 ナ リ。

豫後的 ニハ、該穎粒 ノ発現一般 二他 ノ臨躰的症

候 二遅 ル ・モ ノナ レバ、其 ノ償値著 シク低下 ス

ルモ ノナ レ ド、其 ノ愼重 ナル観察 ハ肺結核 ノ病

攣 ノ活動性ナ リヤ、非活動性 ナ リヤ ノ判定 二重

大 ナル意 義 ヲ有 スルモ ノ ・如 シ。

V皿、毒憂 性穎粒 ノ本態 二就 キテ・・、余 ハ生膿 ノ

病 毒 二封 スル、防衛 作用 トシテ表 ハ レタル、 白

血球 ノ再 生的憂 化 ノー ナ ラン ト考察 スルモ ノナ

リ。
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